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は し が き
｢[日食町とその周辺｣-吉井町-1を地域at究Vリー ズ窮 古称としてここに公にする.
地域研究開始以来 d年 目になるこの虻は,従来の研究対攻の分布状況に飼して .備前 ･ 発 作
の国境にある東櫛の吉井町を対束地に選んだ｡





していろか .iLl'i･して ,その間雌 とズL/打をかったか .噂に研究上の輿曜7Ltけではか(｡卵白
の吉井町行政にも必賓で参る｡




圏が叫ばれている現在 ,田舎町の実態究明は .魚Ro急を必喪とする今日的雌 てTpわ.そ',)
こと(･JC上って 19世紀的改煉村ロマンチVズム別か-一去った新しい｢町づくり｣O兇 やと発酵
を礎供しf=くではIf=らないoたお一周匠は ,阿u心 時代粗砕町として .線上 ･･Y･S上交通}･?電池,
さら(･Cは間原町として栄えた艇史を･持っている｡しかも,佐伯 ,虫RJl等の家老在所として栄えI












自然と人間 ,人筒と^ 聞 .地域と地域との縮合vl.鮭付き打 ,惜好の研究テ-マといつていVl｡
l
しかも,他方では,榊厭鉱山とい5労他市場が近い平野部のBt集も.全匡的な瀦美化と軌を一
























寸髄 を書いて参加戚いた向山市市教委の金谷東天氏 ,卒実生各虻 ,陣中兄適を成しへた池畑 野江教
諭の如意も心に泌みてい/D,叔えあげれば限b別､人 の々尊意と腕力とによって ,こO朝告滋が




でもなれば ,率いと､九に趣したE_とれなしヽ 卿依苛む公略力潜れ ,沓力むiKkE悠毛:かか1したが ･
そJ)此ま,米相.,こあることを1三尾に付 してかく｡
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第1章 吉井町の成立と発展
械 出 安 妃
⊂調査の日的コ 町村合併の歴史恕汲じて ,新宮井町の粂体と間硯点を正しく把握し,将乗の
エ9良き発展-のオリエソテーシュンの一助となれば幸いである｡












軌印28革 9月1日町村合昨促進法(･=1.-J.LT,259号)が5ヶ年の特損立法でil'擬 され ,翌月
10月1日エ9柘行された｡そしてここにほ う大在エネルギーD消史と多大のよき苛を注して.
多くの訴LLへ6-卵 1-が生み出されたのであった｡昭和51牢 9月 5D日この法律旺失効し･新
たに10月1日エ9斬市町村建設促進法に切身モえらiLたのであるが合併紺勺1万を敬えてい
た市町村江今日約 5700余 (,'Cその革をmじで 〈るo
さて的LUL),tt,(かける町村合併のプロIj･Lスにつ.へて見ると合JF的紹和 28年 5月51日現在6
市74町村252相(合計514)あったもD,う･'.町村合併促進法の積った姫祁51年 9月50






期 日 形 式 薪 町 名 旧 村 名 人 口 面 識
昭和 29年 5月 1日 合 体 青 井 町 闇 匝 村山 方佐 伯 北 2.767人4 占1276 i259.65 h21LL2
(琳庁地方練調べ)
第2衷 耐電区画領及び特別会計
区 名 面 研 旧 村 名 特別会計唱和 55年度法界オ出面
周 止 軒垂直LU万 灯 産佐伯北財覆区 99とi反 周虹村(旧周虹だけ〕 12.60し〕DFq
8ム69 山 方 村 61,1G□'J
(誌 務浪 岡べ )
? ? 〜?







体)して新しレ増 井町が誕生したo当時の人R面触 6512人 ･51･2Kh2 であ9.新町触





















屯 て見ふ必要がありはしなレ､だろうれ 備前 ,宅作といった国や '赤磐 ●和気 ･美EB'久米といI




年が明けて男29年 1月草々鳳 宜,LU方 ,炭価 ヒ5吋の村長敦長金が開カ九･早くも1月10日
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____.___一■
にはろ醐酌ヒ部 5ケ村合併促進協議会が売戚 せれた｡ しか しここでも新庁舎の位盤の選掛 こつい
て意見が一致せずそのま部.Jlrl.会された｡そゐ直後15日佐傾 ヒ公民館で合併態議会が開かれ･
新庁舎の位置についで洪韮巷嶺の籍果闇払村長に白武一任されたlt'であった0-万村長領置会
でもこD問題は新町鷲 足複i/⊂選定することを諜藁 ,ようや く26日満場一致合併条件協建醐
及び申合せ事碩含決嶺した01月28日各村は村議会食説き･これ叉蒲原一致合併敏夫を行っ
た,Dであるo聞趨uj多かった役宅糾こついては周旺村大字周WiiJC新箪する もgjとして新庁舎落成








亡に町村合併/挺進連の51と功直前51年 9月50日納入 という形で実質上対等合併 したtL)でri)1',













,:JL】血相Id襲長年潤)rmFl(邸に琶して,lT-]山村 ,草生村 ,衛沖村 と称し.珪莞2年椿掛けは
箱田村と改称し,また明治8年分村 して河原村が発足し4ケ村となるO明治 22年町村制
-4-
施行にエ94ケ付を合併して周卸 せ歳托し･傭寸名をもって大字周匝 ,草生 ,福田 ,河
肝度の4大字として現在IJC至るO
(2) LU万付のrFT'革 ･,
町村削施行にエD鞘 白J?2年 6月鼻里村,租山村 ,熊太村 ,黒沢村 ,中山村の5ケ村を
合併して山方村を澱催し,旧村名なとって度Ei.軌 J,異本 .熊沢 ,中山の5大字として
現在に至る｡
13) 佐伯北村の信幸 ;
明治22年 10月町村制施行にエってうと村 1,古村 ,稲蒔村,藩田村 ,八島和村が合併





たこともあったがに堀掛 ⊂浸し,明細22年収 村 .中考実村 ,戸津野村 ,=lriHJ村 .仁堀
i,i付 ,仁卿帥 ‡,仁堀西村を合併しで仁掘F比 疎し幼在に至る｡
(r') 布紗更村の麟 ･,
布部重科はもと平榊妬 ,唾部茄 ,仁堀雀,席同社'/C釦 rEl,.!とが ,卦 =i日宇12jjI.Lj.之
_t村と.Ifi5JrT竜村が合併して含EB村Ja:作!),大粒LU付と佐野相が石上r:Iに郎 FLで含･田村,
中細村 ,石上村 ,小錦村 ,商根 付.拡戸村の6ケ村とIa少.明斉22年6ケ･Tlを合uFL
で満都童村と改称 して旧村名を大字として現在に要る｡
第三節 吉 井 町 の 行政
前述のような凍過きたとって成立した-#井町吐合僻箆どのエF)に発展してきたで;bろうかO
郎 椎 の間執 it′げ こも同じであろうが ,掛 こ青井町にあってはその合併の過程から,行政の
一体化即ち等痩巌合 ,交通通信の垂柵が目下の急務であり,--方これといった地元産第･D-ない
町にとって ,とt)わけ人FJUJ白土L;I:iJri L'･.T.Lよ.'二人C.:占,bている剰 );から,g連累基地の鉱充 ,
鹿 農繕蓮の改昔は将来の町民生活の向上にかけがえのないものである｡そ こでこの姉ではこれ
らの問題台中心にして .盲井町の行政とその蒐Lhj重なとらえようO
(‖ 町 の 財 政









年度別税目別 S 5 1 3 5 2 8 5 5上 , 4 8 5 5 !l
町 税 35,5卓 52 ヰ 55 くち 51.1% 2&?i
地方管 内 杭 26.5 55 45 58.5 59.1
小 計 60.Cl 67 78 69,6 66.0
しかもLTl蒙忙上ると.昭和 52年以究筏入kす庇0-位は地方焚付説であJn,二丑町税
の占める割合が年々債下してい くの托反 し.一万･2)これは年々そID比蓬を増 してl/Lるのが
現状で.lbる｡滋近 5ヶ年欄の歳入誌写比も1クと7u卓'D:曾打を示しているか ,それに}･J
して地方焚付散 昭和51年度の11241千月から′阿部 55年既は27.928千円と果VE
149串 の増刀ロ,mち約 2倍半に増]Jpしてい.D｡伯山 5 6iFLX5'一過才i･f説;･'hif2表のとか
bであるが .吉井町は走破町村上りずば抜け<多く,県下85｣r相中占冶EJ't去る｡
第 2表 唱和56年度市町村別せ通交付税 (.昇焦分のみ 〕
｢一志 名 町 名 M NJ1普 通 3',=付 議 碩
皇 軍 若 君?〟 青 非 町 5l,699千円瀬 戸 155 5
御 汚 郡◆ 功 津 町 之5.808述 部 22,595
和 気 郎 仁 的 町 18,447
英 田 郡 英 田 町 1-/,419





01)その維持管聖 資が多額 t,{のはる こと ,学校政が多い (幼稚園 2.小学校 7,中辛世2,
組 合立定時別高校1)ことなどからその 財政需要霜が増大する.q反し,曲業中心の産菜篭
磐か ら(A:多くの財政収入は見込めず ,篇局その差額と して地方交付税がその比篭を増 して
いる ことが分るO このような地方交付税の二曽耶吐合国共通の硯攻であD,それが一両に於
て税収入,D雲定 と財政規頂の糖町･?.･うめてい るのは審英で.ちるが ,他面地方自治法の絹神
と結 ,全く逆の地方交付税法が財政 a･､うかなめi'C的 ､て地方ヨ治の根密告かびやか してい
るの もーた車乗である｡私比 ここにOttoZ{･ta.yerLr'名言 ｢粒 は.#ぶ ,行政壮存練す
る｣とは全 く反対IK ｢悪法紘変 ちなvlが行枚は変る｣の一 針/J;見られると思 うが ,とも.A
れ峨鍵の地方自治LZ)典型が ,こD吉Jtl町し_r)財政l/Cかいても題苛に見られること空･積摘する
iてことt'めたい｡
第 55_ 科 目別放 出 割合 の 三'lk;.逮
年 鑑㌫ 占 .S 51 Hl' 52 S 55 bl 54 S S5
1.三女 食 莞 2.5啓 2.4% 2.0% 1.91.ち 1_82卓
2.指 市 錠 19.4 19.4 22,5 18.52 1(i.88
5.甲孟子.:′■i防 役 2.6 5.0 5,1 5.52 r 2.42
J1.｣二 木 莞 5.a 5.7 5.5 A.45 6.55
･5.教 育 牡 42,5 55.5 5lLQ 28.89 24.29
6.社会労脚施設旋 7.0 5.5.■ 7.5 8.09 5.52
7.保 雄 衛 生 安 5.4 5.5 5,7 1.58 1.25
8.生 業 経 済 受 9,4 8.2 16.2 12.5Ll 27_2?
?.財 軽 喪 0,58.1 0.62 8.8 0.61 1.68
川.統 計 調 査 藍 0,1 D.24 0.29
ll_遵 奉 資 D4 2 046
12.公 依 建 4,2 4.6 6.6 5_-77 5.25
( 誌 頗 諌 )
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第4表 地方錐他-i 年 次 衣 (S56,7.1現在 )(慧腐深)
佐分 i年 産 莞金;室岡a:地方賓念及びその他の地万一未伯 元 円享 1ー 盤 所 要元 金 円 利 子円
Jr_i:A-泡皮び 8 56 25789210 E 2156321J15G5851･S 57 256516UD 249u三;57 1452525
専制 B SB 2114-1245 2572696 1295702







ウェイト･ーi･占めて町財政を圧迫してきて い る ことである O 昔 通 20`T'代ですむといわれる




が本町凡 こあることから地元負担 20-501を含めて 70¢近くl'C近道 していることも
そqJ一因であるOこの租合立定時刑市硬(･qLついては ,昭和37年渡からのiJ,'宮等菅全日副
gJ皆の連動が在されている｡がvlずれにしこt.こD汝字からも和良の地方ロ:綿 'にとっ
て数群がどれ亭仏道になっているかが分 る ｡ 地万自治か ら艶_!と教帯を冷けば何も残らな
いといわれるが ,376体 昏 Fj,の廃止された今d故幣行政が ,地方自治の-太の柱をなして
いる ことは叔 である｡そ してその教'F糟 が ｢打Jf村財政を圧迫 していることには今も晋 も
かわりかないO明融時代から教育の近代化を地方自治体の財政を基忠として推進させよう
とする出家の斎団は,教育史をして長大の支佃焚EIとした｡相次ぐ小学校合の改正rL'教
習運営Ilt国政委任耕軌 ヒして地方白描体6jil拓とナるものであった｡しかも故 育 資性 ･地
方ヨ治体が筑しかろ うと富裕であら･)と-辞にB定的忙必蟹在もqJであるoこうして市町
村a)教育氏は年々増刀ロして ,支出の四 .,lt顧え ,七'lj昔遇えるものも少くない1)こ虐となり･


































弟 5襲 学 改 伯和54年5月1日現在
改 名 児亜生徒数 学 抜 放
喝 劫 40人 2 組
堀 ′ト 199 6
隻 勃 25 1
電 ′ト 157 6
南 中 481 ll
串 中 289 7
山 ′ト 542 10
本 ′J､ 1(54 a
岡 .ト 96 4
伯 ′ト 1占7 6
石 小 91 4
(祈委員余)
? ? ? ?
??? ? ??? ?? ?
ていでは;5:い｡牧に,退官要項･:&=ついて比それが故嬉/=:利筈や ,収治開田がからんでおいそ
れとは究現 しそ うにないO重要;ql･Z)統合の心葺総 員に見えているのに ,それが今もって襲
現しT=い不直結はかi)しれないものがある｡せ&t･てものな ('さめは萌在農村公衆囁 吉が 5
憤あり7本年中に比触曜落部満が解消することで魯る｡それと共に青IW Tで紘有感放送に
力怒入れ ,昭和 56年 5月仁堀 ,市部垂管内で完成 .現在 544頓がt.れ忙つC入してか9,
5月に比 ･仁堀貰研一本市郎こ1乱 立5ケの棚 放送が完成した｡就いてLu方 ,佐伯.L･.,
闇旺l{Cついても1一}2年の うち七日指 し-こ31折甲でもFL.O しかし究唾的に紘一町一都変局
D'R現せtをつ噛IfJ:hD これに反 し,読者の町偉功忙'qする行政D一体化は府喜郎こ進んでvl
るo う6年 10月1.q付けで山万 .佐†朗ヒl布が毎の5出境所比巧さ止 さJ-i,完庁と仁裾三
･TTrD2ケ席に統合されるO 行政頂椎の改ii･忙ついて止155回 rDとか9てあ t).Jl袴釦 速
官製凱 こちたっては ,55年 1月井務故等研究重任会を虚けて以党議-Ll紙 蕃(･JEH 5/jF･
4月～ 56年 5)｣)に上って ,555□0ロで庁弁舌訣空 し,667000-A,3,-i楓 tを犯人
した｡ これにこっで住民男が新たに痩けられ.色民O憩口頒 蜘 一 元化-1れた 唱 ,フ一･イ
リyグシステム忙上って-3:iFli子中芋的忙集中守.lEさJIL,甚不台聴 よ全てか-ド化石Jt/,I_｡
タイプライ9- ,)コピーなどの1jl頻拍やRも I入され ,近代遥官学に分けろii藷化抱もj;,
･ii虚処浬の合理化の考えがとり入れらtLで･.4る｡しか し行改O二王窒化,がiHL咋これ7t-汁
r/i:留まらず ,またまたそ0枚を!･こかいて改笹O草地があろう｡夜を~;巷j;･迄 に Jr･玉n放牧LLITF
均穏与について講 6孝i･舵せでかく｡
●
第 5回. 行 箪 較筒の智者
昭和38.7.1,現在
S29 5･ 1 逼 = 或 再 転二亙転垂l[
ILi













第6表 敬 艮故及び平均冶 与 r
(昭 5615.1硯在)
役 哉 喝 見 放 月賓平均冶与
役
本 庁
支 所 出 張 所
福 祉 楯 段
竿 故 関 係
教育委員会.Lb務局
最巣委員会 lr,務局














町 村 部 12452円
碇 高
il 政 市 18495H
早 良 町 16525円
費 低
薪 良 市 14776円
八 寛 村 9142円





第7襲 就農者故 と比~事 帽 55年10jl現在
千 一- こ ､ 節一次輩某 許二次産屋 窮三次重賞 =計
突 放 N 4114 517 6占5 5296
(誌 鋳鉄 )
これi･生産所禍で見ると.此柴の81.6多を含めて実に節一次藍選が95.9FOのi鉢 と








約 8表 崖旨蹄也譲顎別羊兼別柁家概tPL 昭和55年
区分 草炭別戊 表 法 ∵ 三 言 兼題凸寮O漁業者o地位別戸故 瀬il電 磁類別 戸 故
可 ij講,-!'E l I 'Jヽ lこ'一三ji'L一トlTlE誌 せ兼[盤又箆二に lI
l 磨 i言 霊 雷 二訂農主1/C管絃坊主J重し 'た=井 やとわJれ兼濃 l自営必 定 J
⊥▼ゝカモA 倭i竺lJにI 戟淑一月 計I B lP BIi 族人負 i)yこh 従主 事と すし-JD･r 人 -臼ち ′､男 二 卜者倭l が丈l,-1t■上ニしこ⊃て白い以る上家釦とてつVヽヲざるが栄一串1JT,I･シこ 男し蛋~▼一丁ノb空家ぶ､柵.牙こ ;糧!?雛 i日き屠lそI-.a!他 IlJ 小 計計 l
=数I.Vi__,
hLZJ __Fl'lJl 戸 戸 杏 人 1.:Jl 人0.4 S 戸 ド iつ 戸l戸吊 戸 戸】FJj ▲｢戸 戸ー2.:585iI
-1.ロj._.{⊥10 2:'74l891604251占74155_6占.1 26 412 115dO1861197i79押 7I 1D5





過ぎか ヽOしかも払 謀 敏,D84ro-k占める iFL･親砿1ho未満の倭家は･i5希が牟ユ三であ
り ,賎リ87Gjbが兼ぶてbるO即ち油壷の如くミ人口D86引JJが良太に依存する昔非
町にあ-てそその‡までが.ha舟 船 二束-1'緒 と .ハうことr-なるO沃'Cこれ急転待する
姓歓 ぶ老壮家族人見の約4舶 TL均 2人いるDに対 し,その基 幹労的者たる15-59オ














町民所得舌現在の 160帝に増か口させエうとしでvlるが,説経性昭和 50年を 100とし
た55年の生壁電仕窮一駅蛍光102.第二次藍藻105 ,姥三次墜讃 105と篇一 次蛋
農の成長罫比遅 々としたものである｡そこで将来の所得水準向上のためにも,町財政の庭























地賢即 硝 岩が全体の半ばを占め ,愚父古生屑がとれ忙択V,でいるが ,本町の蔓桶と称朝t
るLU岳地帯に多くZ)花樹岩地帯がある｡その似て石英榎面巷 ･悶経巻などがあ9,主導河川の
局,ql馴亡は神祇屑がみられるよ第1零),
第1費 地 質 別 両 所










中臥 け択 発し,膏舶 原の鞄起準平脈 横切る先行性紘路であ胡;,幽 瀬 川即 比べる




























現に役韻附近とや 北ゝ寄 りの諏弘神社鮒近で虹土勅 ;鼻なっている(穂取)a
盈地の西半釧 ま等升醐ノミ地的な畦格恵有し楓叫 虹地の由あたbで吠旅 し･中村肘正で地表
に表われてvlるC
町内の柳 川の上流,.Cはほとんど卿 は く,河臣段丘が莞嘩してか 9'高馴 版城忙位も蔑 5
&>
' 式的yC見られる (写責り ｡これはた態的新補の心性運抄 ⊂基づくものであって･首領笥Et-め
穐程にエって各何日帖等返 り.蝕 を鞄店して.旧';_}昏〇一武を段丘面として河肺 よ軒高い
位圧に致したもので参る.町内で見られるものはすべて二段 -i,戎l炭丘面 と,m 段丘面は比
.林 郎 茄 で ･多く止岬 ヒte-TL･舶 ･.束凱 旋追しか る｡段丘敵 地芸滑丘では取D瞭







5 高 原 の 地 形
中過地方 に広く分和している膏席高原は青井町軒道までその性格が明紀で ,吉井川以東で斬
次消波しているOそうした懲味で一応吉井町は音節蒜原の束喝とみ.jk+ ことができよう｡敵
分布念見ても,(盲伺)局麻西TGが400- 700nで.らるe)Iに対 して ,本LITでi上濁しハ所で
40078内外 ,JR晋町中ま2-50()7Tt虹杵まで低下している〔al,1回 ,第2牽)O｢大E]本地誌｣












巧)T一芸壷LIJ〔426.7m)･鰍 U(415.7m)･鳥ケ仙(481.7取) 等は何れもモナ ドノッ



















きるjS)oこれ(,用 し机 上多少蓮伏Z,ある斜面にも9,長里あたDで心 吐称帖士と丁紙 ILる粘り
のある未士の性概VC兼Elして ,ゴポー故培が沓及し.古窯周匝大根VC対し是里ゴポーとして名
P引Y･したが ,般近では-ッカ･尭･ビート･富強が我転されている.

























岬は急斜面を見せて谷底に迫tク,あるもの仕三角宋櫛画となっている｡谷は旺 豆ゞ緋 で .
EJT窄旗下によく見られる地下水の描取ともいうべき執奴も故ヶ所に見られ ,亡堀の韓附近のカ






o諸訳経 て因幡国甘免に連す(1)るが,町内における谷拙 さむ二つ以上の蛸 {,3間で技軸
蒜原-k刻む幼年辞,例へは成羽川などと同様更愚は不史である｡










てみ衣町と分かたれてレ､ふ｡両肘 ､らこの谷に江ぐ馴 Iは渦あるいは早湖 となって本派に合し
て ,芯馴 Lに注 ぐ･石部漸在下の容では巻向Ⅳ20DFUの断層滑面 (盛肌)が嘘められ ,す (･近








青井町でも故ケ労rL見受けられるo谷に(FIvl反対か 舶 ･ら位故-=九,号i在で ま` 旨やような所に
多く盛存してLへるO十町断層谷の塩水西方の峠に,また赤坂dTと接すも平山末力の埠に.さら
に比局岨西方の城山桁近一輝に見られる｡払紙 現在9河床に見られるも(/jと同)真で ,かっての




枝 川 辻 村 太 gG 日本地形速 伯 4
t2)′ト 林 貞 一 日本地方地賃駐 中嵐地方 噌25
し3)富 岡 金 市 菅井川程合開兎調愛韓告戊 l)昭 54
t4)山 崎 直
匪 諒 伝 三 円
大日本地患 中国 明40
(5) 辻 村 太 郎 乗鞍地理李許諾 ift'118
-･21-
J _ _-
(6) 辻 村 太 郎 断層地形論考 昭17
(7)山 崎 直












? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
iT:_h一ヽ＼
???












? ? ? ? ?? ?? ?
周匝中之町 周 匝 高 浜 福 田 稀 蒔平井健二 南 右 京 鬼 松 姦 難 改 正 珪
I砂 土 小 砂ヤ ヤ 粘 土 A 黒 土砂
砂 .小 石 砂 (99歩)小 石(1車 土
赤 土
土 砂
秒.玉 石 ･J､ 砂
砂
荒 砂(地 下 水 )
堅V}カ ナ ケ屈 土 砂
堅 いカナ ケ 層 ･ト 砂 .玉 石
以 下玉 石 と 砂 以 下不 明 粥 土
大 石.パ ラス
玉 石 及 び 砂陶器のかけら参や川 底 の 状 態








































町 1町2反14顔 ,砂田 1町1反15歩 ,脚ケ坪 1町5反9畝17歩 ,下十六 5町8












かぎ ｢あついでナナ ｣ーと育って平然としているという｡しぶうちわD代 9忙足をつけて ,弔
fil･足したりしたという｡I●●■●
〝iZ壕には新垂でも･ようはらせん〃とい う音素が生Tfれたのも･道理である｡この嘗東の解







次に残存 してvlる坪地名細 べてみること忙し上)or市ノ坪｣は ｢-の刑 であ9,また
｢上十六｣ I｢下十六｣というのは･坪割の番号で･今日賂その坪割の番号が.はっきb残っ




また一つの区画が ,何かじゃまものがあるため忙一町に不足したときは ,その反即 =エ9,
4反田･5反田･8反田などといわれ(｢銘昏｣i7貞)とし,棉 ,bLヨー 坪即-町歩ノ地約
ノ円不稔租トナリシ罫分ヲ引去.)チ残余ノ部分二依テ呼パル,軽電地何反問 ,伺反飽ノ坪 卜称






















諏訪一神社はこれである･-- ｣｡と(赤磐郡銘鑑.25頁)い うが,このことは ,周匝の平野
が,苛井川の氾濃よりも滝LU川の氾濫I.{エって .荒されてvlたこと告示ナものである｡
一方 ,周匝地茎から下流の福臼地区は,区画技 ,や 乱ゝれているが.稲蒔地区の高田に接し
て.条里tn=ちなむ ｢三十円｣,｢柳ケ坪｣,｢六反畑｣,｢八反札 の地名が残っていることI
をみのが してはならないO｢稗田｣,｢肺木田｣,｢桃木田｣ とい う地名と共に江自すべき紋 ,
吉井川の水運史に大き丘園係のある ｢舟野｣,｢波止ノ上｣という地名が .今日a)福田扶蘭D
下流の膏井川が,大きく樗曲している接辺にあるということで為る｡帯同地区に残存している
｢林原｣ ,｢鳴 りJの ｢切石｣結 ,｢研け 坪｣,｢三十田｣恕見送ナ条里制にかける測量の基
点と;FJ:っていたものである ,と苛められるのであるOそれ仕民間に巨衆されて･j･'るエうな ｢磨
が過る砺｣で,i-1ない｡
周恒における免墨の地位は ,上流(/こかける鑓tE,浄山,某刀口瓢 ,下経の和気,万雷 .滞戸,











語っている｡なお ,このかびた7t'しい土師器の-手配 ,奈良時代から錐身時代に至って .すで
メ




地区の家紋綻 255戸 ,田畑合計 65町8反 6畝28歩半となってレしろ0
-28-
O 市 ノ 坪 中 8畝 17歩半 文 七 郎
下 2畝 24歩半 与 九 部 下 7畝19歩 与 三右 工 門
下 2畝 24歩半 源 七 下 1反 5畝7渉 与 三 軒
下 2畝 24番半 久 三 t'iG 下 2畝 26歩 '/
下 2畝24歩半 又 市 郎 下 / ,I
下 2畝24歩 /, 下 6畝 7歩 甚 三 工 門
下 2畝 5歩 効 放 下 9畝 18歩 八 ぶ 左 ヱ門
下 7畝25歩 九 .tiェ 門 下 1反 九 介
下 1反2軌4歩 与 三 :･占ェ 門 計 2町d反 9臥SjLL
下 7畝 9歩 ′ト 右 エ rJLj 上 ･ナシ
下 7畝 5歩 久 ･太 夫 甲 4厄26jf'
下 2畝 15歩 底 三 E; 下 2町2度 8払 18歩
下 2畝 24歩 , O 上 十 六
下 1反 1畝 24歩 与 作 下 1反 25歩 八 郎 左 ヱ門
下 1反1畝 24歩 与 -5 ilL 下 2反日 歩 効 作
-F 7畝15jf; 久 七 下 4畝19歩半 71- 鞍
下 7約15歩 源 市 貼 T ', 彦 三 gi;
下 7畝 20歩 源 三 省 -L門 下 8畝15準 久 兵 南
下 7畝28歩 源 左 ヱ 門 下 8畝 24歩 祈 次 峠











又 七 T 4畝 20歩 ,^
l
久 太 天 下 5畝15藤 一ク
与 三 郎 下 6畝 12歩 助 市
助 三 貼 ' 下 9畝 日 歩 祁 兵 価
等 右 ヱ門 1: 1底2畝5少 九 EJ3右 三 門
長 三 氏G T 4畝24･Jy; 助
九 郎 古ヱ門 下 4畝 1占歩 源 市 郎
涼 石 工 門 下 ,^ 久 七
助 三 I_～.G T 占畝 4-1,F< 新 究 貼















新 次 雄 上 1反1畝8歩
4. 上 4畝2(〕歩
八 位左 二 門 上 4畝10歩
与 上 4畝 11歩
〃 上 9畝 16渉
甚 五 鮎 上 1反 15歩
惣 四 弧 上 5畝 7歩






九 鉱 兵 衛
松 千 代
源 四 鉱
丸 印右 工円 上 5畝 10歩 〃
九 餌左 工門 上 1反1畝 三 野左 三 門
助 三 郎 _上 1反2畝
九 迩 兵 術 上 7畝 19歩


























中 1反1畝16歩 源 市
大 助 上 9畝 〃
･, 上 8畝24歩 又 市
池 七 郎 中 8畝 19歩 助 市
長 五 碓 上 1反 1畝 4
又 次 郎 上 1畝27渉 六 弘 兵 術
久 右 ヱ 門 中 1反 6畝17歩 4･
新 改 転 上 7畝 29歩 三 田左 ヱ 門
久 八 中 1反2畝 24歩 久 七
九 応 兵 衛 4 中 4畝 21歩 又 次 雄
上 1反1畝 5歩 4 中 ,y 甚 五 eG
上 4畝 20歩 '^ 上 4畝15歩 源 八 郎
上 1反22歩 叉 次 旺 上 1反2畝 1歩 蘇 右 ヱ 門
-50-
上 1反 2畝 1歩 源 右 三 門
上 1反1畝 5渉 筒 石 二 門
上 8畝12歩 劫 市
上 1反5畝 22歩 惣 右 ヱ 門
上 1反1畝15歩 源 四 eG
上 7畝 18歩 ◆
上 4畝15歩 恐 三 LS
下 6畝 又 四 郎
下 1反2畝 25歩 源 右 工 門
下 6畝 20歩 九 邸 右 二 門
中 9畝 18歩 久 八
中 1反 5畝10歩 新 五 郎
中 4畝 25歩 源 太 郎
中 8畝 10歩 瀬 市
上 5畝 12歩 ク 中 7畝10歩 九 也 兵 衛
上 7畝 6歩 三 組左 工 門
_t 5畝 24歩 与 太 eB
上 1反2畝 5渉 〃
中 1反8畝17歩 ケ
′ 中 9畝 助 七 路
上 1畝 5歩 次 虹 兵 ･,^G
上 4畝12歩 源 市
中 1反2畝 1歩 ',
中 9執 務 右 ヱ 門
下 6畝 4歩 九 石 工 門
中 1畝 2歩 ･?
上 2畝 2歩 市 石 工 門
中 1反24歩 漸 次 旺










帝 石 三 門
長 三 郎











下 5畝 占歩 惣 次 郎 元韓16年(間距)(1705年)
中 1畝22歩 長 次 郎 ⊥E 7町5反 22歩
中 ~ち反 2畝15歩 九 右 三 門
中 2畝 2歩 〃
上 8畝 20`歩 〃
中 7畝18歩 憩 七
下 〃 ■
中 5畝 18歩 又 四 eB




上田 1町2反 253鋲- 1石8斗
中田 1町 5反 7畝21歩 - 1石 5斗
下田 5町6反1畝8歩 - 1石
-31-





























等が発電して見初耳包括出したが.草封 櫛 の断 があるとV,うDで不許可となった｡その鼓
明治9年(-87dJ閑さくの歳がtとまり.12月20日程工し,聞12年11月2D日竣工｣し
たもので,芯田村両端にかいて蒜田川LIC合流して.再び青井川本wLに流入する用水であるが,




























































D｡畑地荒蕪地 ･芝葦地･依休等多数なるため ,完全なる巷水路の買通するときは ,乱地に
変換せらるる反別の比例は三ケ村中の第-位とす.諦EB付は田六分 ,畑宅地匹1分 ,戸数拙 こ
周防付の四分内外で田導水の早魅もあ9,この用水の改置!,Cついて仕村内那n'ほ し.1]
とaJ=Liされていることからも推測Uj来るように,卑生 ･福田村共 t/C,周匝付の行肋に姫調号そろ




府た｡そこで,三ケ村がこの膏ケlJ31:忙祁代金を菅払ってし1る ことが ,/# 都史忙記政利 ′してい
る｡







民は ,最扮工召‡そのもの/Jl=は官成してV'たのであるが ,1.莞金不足 2.計画の不合理 .すなわ
ち,周距より福田にかけては勾配が逆になっていふため ,岡水の光ないことが明らかにされて
いる点をあげて ,一歩後退する蘇果となった0-万 ,草生 ･周虻2ケ村では ,誇伍する者もな
く肩々と進み工事も完成間近い明治11年鑑用水必J甫期に先だち虚聞期せ利昭して ,放送の水














論図㌢出口して随離しょうD縞2歯は草生地区手取庖 (明海19年 9月調 )であるが宅番上b九
藩までが明治12年以後水B]化されたもので捨番以上弐胎弐番までの土地壮山林 .芝草地が大
部分を占めてか 9 ,わずかに4町余 9･占くからの/K田があD八門地 .九門地等山中の溜池の用
水でかんがい言れていた ,a.の両者の唖を河原琵用水が肘 していますが. この用水路の下手が
一段 と低 くなってi>りこ(i)一群が現在見かけるエうな水甑となったのid:明治12年以後用水路
完成rL上るものです.しかしこの水田すべてが明治12年以後の開田に上るので絃なく.第1
畏J,.･ら73.う､ふようILこ.久保田.耳EB縄手 ,井の前 ,姉之田 ,はいずれ も盲い水田で山中の布地
第1哀 し 草生地区字絶国より.明治20年12月調
赤磐郡周医村大字草生
名 明治 15古 来 番地一字 名 明治15古 香 字 名明治1Si古 来
年臓水 田 化 め 年也嘩妊)水田化 年以御水田化上水甲 水田 水 田
見 ○ ● 三番.ク{r四 婦 之 田 ○ ¢ 七番〟八†新 田 〇 一 爪化卓
梶 ○ 三 反畑 上河 原 ○
口畑 ･〇 玩 O 上河原 ○
保 田 三反畑 ○ 〟千本松 ○ .
FfI辛 ⑳㊨ 一タ 蘇 ○ /九.1上河原 0
辛水 五 秦 ノケ鮭之_千1 0■
六番七 蘇南 ○ ◎ .之平紘一苛油王水畑の 酌 (⊃ ◎ れ九のみて現在もは畑地 大部
r.｢
から水-Ti･引いていたのである｡これらの永由の下手には富井川が放れており丁髭用水路と吉井
川のTG-JL･こ水田が広がっているわけです｡第2茨から明らかをエうに草生は水田 23町余 ,畑 6
町5反と水田がはるかに畑地を上回っていることはいかに河原壷井堰用水の恩演を受けたかゞ
∫
第 2課 世界農林粂セ/ナス腺 JI査存果
河 原 監 59~ 14gTd更1畝19歩 59 10町9反9畝09歩
孟 生 52 25 8 5 Ul 49 6 5 0 12
岡 直 上 50 ! 15 6 5 15 28 1 5 2 04
同 位 下 54 1(i 2 1 1d 38 1 7 8 24
中 村 上 58 22 1 4 25 15 1 4401
中 村 中 20 11 1 5 11 12 6912
中 朝 下 19 9 2 015 12 … 6 620
福 田 上 l 51 14 2 0 171 29 I 6 0 628
簿 田 下 57 一 一67 8 2ー 50 1 5229
恕傍にかたくない｡では当時の用水の捗り段別を5ケ村で比較してみると,第5衣のようになる
が環在に分ける4ケ村の井使用水の掛り良別は写生22町歩 ,周班26町9反歩 .堀田 25町
5反捗.中村59町6反かとなっている｡そして現在良産金1度tL-つき150ロト切;支払われて
第5衷 村落別にみた河原昆用水D甜少反別及び掛17金額
韓 9反別 (町) 格 b金 義一垂 ]
草 生 村 6 227.5占1
周 匝 村 dO 2.275.406















参 考 糞 科
1. 追 放 要 義(大館究大老⊃
2.前波油戯馨水rFlt寄託 (同 上)
5. 赤 磐 周 史
4.富井川琵合摘発調査報告瞥(妨一報)
｢ 第 3節 佐 伯 ダ ム の 問 題


























収 雑 誌 18.Onl
収 fjg 艮 252.0訊
計画駄水丑 552u㌔/a
余かヒ延長 121.On乙








r,t朋距癌まで及ぶ ,譲吉すれば堆高 18nl,領布45nの雌雄が満水した,堤-.･合に紘 9キロ上流
a)周虹橋下まで滴水面が水平IlCなるというものであるB







形成され る可絶佳が非'#忙大きい｡ これを考慮 しないで埋止めることは洪水の危憤瞳紘大とい
わなければならぬ｡砲⊥りIlの舵竣面和 (集水面,fn)は 2,427町歩,全毎10DOOかに及ぶもの
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二三二_-二二歳勅の予定 コ スー (泉亀残部)
宅 ;i
?? ? ? ? ? ??
?
商 品 作 物 の 隆 蕃
安 達 倦
は じ め vc
菅井町に別ナる青蜜平野を研究対決として考巌してvlくのであるが ,軸一郎 確に位澱づけ
Jtば ,旧儲lnl肘がその対象地城と:tる｡
触 村rl済租艶某を主体に免震してきた血相でもD,その農劫 を批 准 -E中心とし,これ
'it:T]ほ て奨金作物の哉培モ行ったとし､うことL･U=為 ｡
ここでは&付へD文革主持つ別 紙 上って自吟由農泣力軸 沸 し.現金収入を舟か指 せる.仁増




I'て!2忙発副 明で為る明治維新エil恥 東栄軌 g･,引二滴晶作-済uj隆盛期として大正跡婦J:D韓



































萌1零 明 海 10年 赤坂都 度 塵
赤 硬 都 全 国
藍破(吟比率輸 比 峯餅)
潜過 栄 141.566 71.8 61.1
大 安 2.769 1.Ll 5.1
小 安 5.027 1.5 5.0
深 安 22,812 ll.6 4.1
大 豆 4.2ム4 2.2 5.9
Al鹿蛋 誰 攻 燐 2.485 1.6 5.5
甘 娼 764 0.4 2_8
ELP, 鈴 鮮 270 02 8,1
小 鮒 90.7 85.4
薬 禍 10,125 5.1 5.4
麻 - - ロ.占
l特有 蹄 507 8.2 4.1
嘘 無 652 0_5 1.2
製 茶 525 0.5 1.4
i虚 甘 粛 905 0.5 0.5東 援 軍 877 Ll ローさt
量 産 兵 藤 5.568 2.2 5.6
そ の 他 472 0,2 12









｢新線感慨蜜水沼軍記｣に上れば ,草生 ･周蛭 ･福田地区一帯音水師 ヒするため河原岸井
嬢,D工船が明唱 9年から5年がかDで行われ .その結果明治12年に虻福田音除 く草生･周
把で技 .それまでのJIAul地の多くが水田化されたと記さil.ているO従って井堪完成以前t,Cかい
-48-
-E:土全耕地中抽 出の占め･計測合は届 く･畑作として主食料の不足 &･補 うため '度蹄 ･維救 ･
いも頼及び換金佃 ,Eとして絹 ･藍 ･英和{=t･,Z)工芸作物が栽培されていたものと呪われる｡
特に賂 こついては ･半円も行わJtでいたとい うことであるo周防村では恐 らく絹は 自家如稗
に使離 れたほか ,余剰晶は仲買人にエって収何首れて .鹿家の亙窄な現金収入源 となって
いたものと思われる｡









弟 2女性明治10年 と50年の赤坂都のAf'1BO作帥)ば U･J血軒-TL治 るO これを鮎 もは細
;.tJi2表 明缶10牢と明治50年.-D作付醐 tl及びii哩止比甘(みIR,iS〕
莱印二大i相小麦抑裸麦抑 紫朗 大審 WA仰 甘:義神 瞳 }I
明治 訂 年 29ー 8 1-/6 174 15}15 7□ ｢加 1 71 75 (!4i122
E> 排 日芯地舶 凄史.lD) ェ_･),Jl･lLU;向日県統計年報
の叔少と甘廉の軍刀口が武者にみられるが .甘席について杜周Ir7_村で仕あま i)栽培されていな
かったことが絹 さと少からわかったので ,一姫的に托各作物とも作付野馳土や 増ゝガロしてい










花に対抗できず,金閣的Kは明治 20年号ピークとしてその後宋遇に向かい .明給 29年の
締花輪入税の徹鯖以巻は ,赤塚郡vcj>いても窮2粟にみたエうに急滞モみたのである｡
;轄5家 主凄作物作付両村及び雀恵戸滋 (赤姫郎)
i' '!* I大変 謀 T,トI晶 !蒜 莱 #求 甘柿 大豆 千氏 沖荷 莱鉦 棄輩 I輿棉 菜痩重 秦 衣 f五 番庶 奇声)t 巨情i 秩喪 E･L蔓抑 町) 仰 仙 何)仰 抑 抑 抑 抑 t叫 抑 仰 抑 rpl
･明5u;4B85239 2j28 557 99 10010152ム 5 占2 504 25 08 18 90l14 48 I888l !
5148425.52一589 5ム8 1〇7 90 180SQ4 275 21 5115 9051204 59 7lI巨tJ54P242282715 49占 85 占占 9占251 247 27 22 5 43
287442 72 607186 159 9 99107i :828 978l51.0645盲…書きi
I ,蔓=3,;4io,5Z2 7 d6 1 508 85b l 1922 8 1 556 19087 85 254tn07925414β42㌔258 4占 57 7 4 2 0 0 .a 78 - 1152AlSl 8lB ll 9852d15占508f8228097
4249L-425O 52 58 占9198 21 5 81 2 1 15 9占5
454955211 54 dS 78 189 24 1112 21 2 151079
資 料 : 岡山 県統 計年報





斉家･大豆などvc如 ,ても斎戒の幌向が見られる｡それ壮日帝 一日盛職争忙上る好景知 鳩
村にも浸透し･虚業技術が改良さrL.商品価値の ,'い作物が増刀口していったことに3:るもの
と思われるO
それでは この時湖からどの･こうな商品作物 増 刀口していったであろうか｡店 家を足れE,TA･
江戸時代から成培されてV,た工芸作物の甲で帝oみが･脱調にその作付面もほ ぴそれに伴う吏
蛮声故を初 口させてきている｡ これは海外南勧め拡大に伴 う哀話出の増大に上るものと考えて
⊥vlo
また主単作切 としての米･裟tR:ついてみれE:.-i:.･紬 作付面も帖 そ1,-Lほど史 軌 がみbltなV,那 .
そLTJ反当収触 -1鞘 台10甲の1･16石 (麻衣胡)から明治 40年の 1.86石(赤紫邸)と
約1･61･S･u釦 陀 JrL-いるoこの身邪か :f以前 上i)多く米が 溶封 ヒされたことlP脊昧するも
L･Dと,LP,うO滋掛 ⊂ついてL･:工,大友 ･深茨の減少忙.71し癖刷 削LO崩しへ小炎が明fEi44車に綻
明治50年のSI舌以上忙も急増 しているの.･?咽 エコ｡
沢に新しく統計面yC由 つれた作物VC干砧,漣1オ亡;あるOこの他/Iこも鹿賀 ･罷曲が明冶箱


















栄 大 架 小 大I粟 育 甘 鳥鈴 大 干 ~薄 春 東条 秋 ブド
盤 栄 麦 豆 菱 a 響 頼 由 高 竜 竜 ウ
印 PJ) 町) 脚 抑 抑 (瑚 抑 町)肘 抑 仰 何日 同 l伺 ㈱
大正元 1丑.21占.0112,415.54.5占3 7.0 1.50.54.0吉,5 26.0189 57 8
2 165.114.2119.914.85.65.5 一.5 150.54.-52.015 2ム0115 1Ds
5 1d5.5ll.6128A 7.75.14ー02.5128,54.82.50.825.9100 107
4 156.4 1.0 92ー215.14.55.占5.7t50.54.52.50.92d.01位 11 5
5 154.2 0.7 84.421_7一.52 .84.21.6ara且0.44HS2.5t127:81D4 122a 4占7 a5 diO 9.24 5 .5 0_5519 82
7 144.9 0.5 67.也2n.5Lさ7.55.4 160.54_51.2a.551,9 臥 122
8 154.9 0.5 68.61d.24.51.05.4 t(iO.54.51.2 51.1 85 12?
9 154.? D.4 6?.115.841tO5.4 1.60.74.50.8 -5t5 86 120
一〇 Jt55.0 0.4l d9.515t55.5i.01_0 150.5Ll_aD.5 一■-51.5192 160
昭和7 157.6 55.2288 1.占 0.50.85.18.20.80.644.9196 18〔】
8 l4Dld 55.220.81.8 8.60.85.28.O0.8a.844.9.EI21占 217 a
9 156,8 57.524.a1.d 0.60.85.28.20.a 1.154.5215 217 8
10 142.0 45.945.4t7 0.a0.85.27_50.71.044.8195 190 8
ー1 140.6 55.155.71.a 0_i0.85.57.50.72.744.4192 1851m
･ 12 1Jnd 515516td a.60.85.28.00.72.444_4129 152 25日
-15 148,d Sn.551.i1.6 0.60.a5.58.00.72.4朋).5115 112 2部
14 141.7 29.7eP.21.i 0.62.45,68.00.75.2 250
156 1475 277 52.2 D.6052.8.5a2 7507d2.5_1 55DI80
資料 :爾匝村現 専調 査 芯





Ik占め,そD作付面胡 128町歩 とt^ う&.字号見せた襟裳壮これを未満として年女追.,て叔





は深安とは対紬 に勧 BO領向モ邑せ･しかも大正12年vEは裸麦をもしのぎ ,それ以後れ
凍如 押さえ雪愛 した発展ぶ ｡告示 している｡大盤については大正初期にWIL人′どま過し.昭
称 ･⊂入って壮齢 価 から嬢を消してL, ら .
この 上うに小針 潮 は みせた･Dti,馴 伏 叫壷掛 工 勅 壌 達 したた妙に ,小如 )鯛
が解 したためだと旗- る01929串ひ帝糾 合の調査に上れば三宏の舶 化JEi,大変
251日歩･諜袈25･1かこ対 し･小出 67･1かこも遷 しているO このよう欄 晶化約 か
小よは 'この時胡 vc'冶晶作物として羅立 してい1,たのである｡
以上,Dように小.如 ;三Ru中で塵単組 野を占める エうに･,たったのであ乙b{.安全舶 作
相 称 J大正期にJu)急卦 こ叔少しl:vtるq これ比- 加合作物として桑A.増茄してき,h=た
が 亡あろ うと考えられる｡即ち崩1定は見ればAD魂少と吐対伽勺,･こ桑が都 ロしてvlること
からもd.伊ときる｡
こつ時期VCかける周他利D代表的面副 軸 i:岬 といっても･-.it作であろうOやつ舶 i重点
七郎 '･Jtしていることから.当然虐蛮長が掴血tIにおいでもこの時期VC遇ん に行われていた
ことが知らtLる｡盛5衣妊大正元年と10年及びJ･即110年C,5年,D仙丘f･Iでの全血 ･き収入
娼 5或 主 要凸 巣 収 入 W.- 仁(P.d山村)
iEil 現 勢 .fql:正 好
転のうち米 ･袈 ･軒が占める収入額と1,Ij合七示 したもJである,〕こLtにJ:れば輔に｣ェる収入
率比相当商いもL･Dで .耕hJ外の曲選収入が大a:倉ヨ歳的性格O執 ′､米 ･左であること毛:-与え
れば ,摘uE村 でIL1素衰退が現金収入源としていかlこ大きを比厘と占めていたか容易に知るこ
とができる｡ こvZ)ことは当時剛止村の良適 切 王女.fa乍物として〇米 jーiと現金収入涼として
の輩衰運の2分野に上って成 り立っていたととJrvJ.,るものでるろO
それではこの時期の尊重真が安達 していったD唱 をもう少し詐称iIrLみて'いくことにしエう｡
爵1t4でもDかるこうTjC桑の('附 面顧虹大正研年から痛択増刀は みせ ,昭利 9年を】瓦11-.とし
て少 しずつ叔少してきている｡重責道は本来 ,赤外市壕をめあてに全国的に増大 してい った
-53-
?? ? ? ? ? ? ? ????
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二次大軌,L突入するや鮒 増軽時代へと- し･膚品作物比急雇に払 生してvlくのである｡
Ⅳ 帯轍 より弟在 まで
棚 後遺倉見の占領軟常として爽施舌rLた- 汰- 工場 氏姓 繊河の地主VCエろ布vyJ､
鮒 から解放7SLtたので朗 が ･しかしその詮も宅vl公定価触 上る供出とl如 税金-こエ),
ユ民･は依然打田から逃れること比できなかっためてか D｡
鵬 は食料必時代が舵さ･良作功は主に食酢 馴 ⊂重点が拡かれ , 米 変 及 び仏 も萩がその
代表如 ものとして盛んに哉増されてし1たので与る｡その速わ- の速 済 扶 桝 紹祁 25年
D臓 物 乱を突憩として宥転t/L一向かい･第2次･′LTS耽塵jSの急ja一夜見渡に繕い,Li溝軌亡
かいても虎某的鹿蛋物が舟権してくるのであるo




港市 廃準i ,'｢f桑 .
I.∠I1.OP.中 O.a1.512















こDように現在では .地 中心rj)姓濃経営が行わ√して･Lハるが ,その一つの塚田は ,こ,D地
域化充分に水田化が斤b.Tt･IlrI地の占める割合が少なしハことからきてV}もと.L規われる.窮 7
頁をみれば ,旧聞此村地産むうちIFl･J占めるL,TIJ倉が80尋,州が2U薙となってい'E,こD
第 7泰 IEJ相Iui吋 由良 の ril,相場71才
河野短 草 生 柄血上 ;哉JiT LP村上 甲Jt=i申 やけ下 項田上 議田T
町)田 嶋i 1 4.車 5.□ 15.占 16.2 22.1 ll.1 9.2 14.2 lくら.7 141.13(54)i(78ノ (8°リ (89) (94) (95) (1) (皮) 〔89⊃ (80)
｣_州 .:[,' 12.4 fJ.5 2.2 2.a 'L5 a.ら 0.9 占.7. 2.0 54.7C4の (之/i) (14) (ll) 〔d) (7) (9〕 (52〕l〔11) (20⊃































第 5節 家 族 と 同 族
1 家族構成 と役割分担
小 松 原 文 推


























第 1琵 年令別 ･性別人FTtF成
こ二一年年令別 明 治 5年 昭 和 56年罪 I_女 汁 弟 女 3+
0- 9オ 24人 考O人 44人 29人 26^ 55人
10-.19 21 25 44 25 21 44
20-29 20 22 42 22 37 59
50-59 15 ll 2Ll 21 15 54
40-49 15 15 50 15 14 27
50-59 10 12 22 14 20 54
dO～69 7 5 1〔) 12 12 24
70-79 7J 5 i L 4 8
80.- i Jl 1 1 r l 1 一つ｣
115 110 t215 日 59▲_ 14㌻｢ 287
〔,9e百･,…人ii別家咲T4成コ
的.:iJ ごとく康族頚は明治5年 に止51戸.現在で.i57戸で瑠7151⊥一割霞止 しかしでvlな
ILrl｡C,Dことは付の歴史が古いこととTでJこ絹地が劫が 1.-gれていた ことt食昧するもので,エ




明 治 5年 l脳 ,汁Ⅰ56年
1人 2戸 5.9痴 2声 5.5歩
2 7 15.7 2 5.5
5 9 17.d 7 12.5
4 11 21.6 10 17_5
5 10 19.7 9 15.8
6 8 11_8 1b 2ム5
7 2 5.9 11 1?.5
8 2 5.9 1 18
9
10 2 5.9



















家 硬膏銘木栄太郎氏のい う家族鼠塑rLよって舟濁 し,その割合17･求めると,弟 5垂の過 少で
.ある｡
弟 5喪 家頓東 型 別打!収
胡 痕 5牢 IⅥ Jt'U56年
･夫 .4;.姦 て尭 29p- 5占.9毎l20戸 55.1車
底 長 嘆 て兵 ･8 55ー5 日 4 598
腐 蝕 家 壌 2 ま.9 1 一.8
























の存在がdっき9とし;皇vlことであるo面朋 並における ｢汝つ ぎ天恥と剛 吉すべ きと考え漢
す-A･O｣ との間に対 して ･その蛸貰LD大芸掛 が npl･3ナべきであるJ or同店 したいと考えて
いる｣で･bったことにより凋らかであるO こたこ占｢tbとつ ぎ｣とい う言責巨体が近代家侯と
-lAlれるべき天tL頗 鏡の精神と反するもDでIBる｡僻 寸では 生蛋形態の上からも直蒜豪儀 とい
う形'T3F･LFと73ことが望ましいと考えbれてvlるとL^え ようO希忙米式免家の･StJ,それも1帖 を
主とす るL#二線 蔽濃艶家D多vl遥隻にかハて五右京墳つしめる割合が大 きいと･.Jlうことは-L･;A
ら･rLなvIE-とで･dlなt1-0こDエうに･,BL:85年･⊂かけるものも lH紬 56年′こか ナるもの も..･i
桑凱 ;となること乏IJ託 とする点t,Cふいて変化が 見られ h,-1とい うことであるo 払/j_91fl.こか
V'では天'･.絹E蕨が多くなってい 737こJf,うとvlj予想ははすTLrcわけであるか,しかし+Lu京王喉
と天(.硝こ,'J7tl･')削合が現在にか ､へで天恥家政D ;Ll倉jJ;少なしへと√､うこと;･⊂Vまたい し-i-与かハ訊 T:が
r'=いといえ L1-)a
I/Lかrl,々ig･Ti-:′⊂つV･lでで.圭シるが .榊 15占斗こ.こか,十 JもJH∴二大 溝と･;Ii烹 6･虎夫 畏J芋虫
Jf･こエfJ;'LLJ･T.(-g･lL'.:い-ろ甥合であD .}こ天鮎にrl+買 J.･=亡く三と罵とで2 0オ もDr半音去,ン;/i)
i).Lt 三軌 ⊂比論がJとミ=･u･(-i)rDとつき◆となってV'.る七府 で･‥三㍍J右的なものである｡:英:.ri和夫
･171,/)ニ如 量もモモもl‡･lr｢L､じいさん｣｢お.｢【i'･gvJとけtJ:そJことを･花王している｡ 軒ri5
ヰ t⊂かけるものケ七二tflはも荘ポ主夫r-Tとこ fi,i"p･5:-B黄土r･I:-lE:7-TE･計,･JLrTl(}成 してL,.る威fJLで
あり , ･.rHiともLj:t,C択功,Tti,J;分･#することに.i:I)しこ宗251Tl宅と･'T:I.i一･{hH:分かれて.,～-,O 二心
⊥うL.こけil転変絹は沸 石5年に恥 へても.tq'フニ少･ri:(.そ{)'RL･-.i .ヒ一時 与;i:もvDでオーノ ト●ソ
た杉宜とってvlる忙す ぎJtい｡今鼓､⊃ことばT).ン･･t./1･L'; ,-,;亡化 し｡,γ.では 'i生における一浪
付 式扶形態-;.は 豆発議坂である といってもよいCbろうt. i.-qi-3:振ji多vl.とV､うことは･TF･均涙顔
･'t口71:それTc'け大きくなっていろこと七示 し,世代諺別0才滋の終戒にif'ltハで三世代上州 吃る
家凍款が多いことが予恐されるO
粛4衣 世 代 故 別 試 液 縫戚













二塁 世 帯 主 開度TA葡I 直系卑範 lqエ病者 直系帯環 そ .Z)旭
明 男 50人 59人 96人 7人 16人 11人
滑5年;一望良女 1 ｣ nl 59 5 0 0 .0
計 . 〇1 99 7I 1占 l ll 22=A.


















第6葬 枕病.別世 照 艮む .il合
明 治 5年 108.日 7&5 194.2 15.2 51.4
娼 都]56年⊥｣ 4 0.0 84.5 l229.2 l 5丘,2 5上 し ｣
っ首州 治5ヰでi7人であったDが削 ｡5岬 こ21人に,rってV,旨 こ と ,これが馴 ,jJ
率にlht,tで直宗家硬の'rlj合が大で.bることを示すもってあろうo
｢ ま と め J
l⊥上色′とな句点から明市5竿の よ啓 とbB,tM 6年D棄甥モ比批検,i:してきたのでbるが,法
官として帝に鹿･幕 長女が6,1つ点からカ仙力が 多くいる こと･.旗地のゆすりわたし等からも は 17ミ
恵三.rtD柳 1.那.Fu!tj.と し7:考 え られ て L^∴といえるDで:上々vlかL･-rJLTS:よ芸人｡七もE1-il-J勺エ
i)かつ:b大き;'LもLjとしてい.-もといえる｡しかし毛がr f.-血･こ一`ヒ損 ･5Zl7､･JqI),/外為こもi/Liカでほ
,lvloま,･Llif-瑞 柿 への身山刀0襲給源としてD定収からD蓄t_^人々DF=ーヒfl･.プ･lLfl主ユめどと く J l
らTLるvjも'R実である｡･男帯叩o純L2吋から現在O衆鮎tk･釦 て主体となったbl打破 化して き
ており.また朝丘運行しつつある等vl人々の :とけ･Jユ巴と家族偶成Jt見てきただけで も止トl lが
二化しつつあることTi喝藷からであり坊実である｡
1ヽ
2.家長牌 の 苛 功 一
,tiTl述のC:とく草生 にかいて家伝比丘宗家硬を菅鑑的な形隼としているo ｢r)とつぎ｣の也i:･






2戸･網 葱不菓 2戸･非腰 2声色,DそV,た50戸について行い ･そのうち解答tDあった川
戸につV,てまとめてみた｡出L雛 ･D･6,1は ･10か丸上で妓7例｡うち5列が未が死んで嬢
がそれ絹 げっt.nたものであり.5例は他のLJ-かこついていたものである凸2Dオ荒講で壬
けついだ 5例のうち4汐赫 軒家如 死亡 ･1･制止･G7:ず'-,出た時萌の家 ･1-;が居なかったとい う
ものである.以上から考え:Dと盈克足芸の - 杜20才～ 40オの郎 行なriZtるのが-ib過
-65-
第7表 塊濃度官とtかせられた年 冷およびIi席
r完梢年 令 20オ末節 2E〕オ-4口菜摘 40オ以上 合 計
前 家 長 の 死 4声 15戸 5戸 20戸 50庵
〟 の老蒙 5 3 7,5
ク の病 句 1 1 2 5
･' め 他出 2 2 5
他D仕かこつV'てvlで 5 3 7.5
分 家 し て 4 4 10
政 見 し て 2 2 5
滋 子 に 果 て 2 2 5
竿 riJ,: lf dJ. て 1 1 2.5
そ D 他 1 1 2.5
合 il- 512, く石 287US 717.5番 40
であ･.･O-畦ftSD中として考えてもそのことは う3:すけるのでd;生vlかD移廟の繋ヨ(i](,
浦〕としでは ｢由･'[#慮D死｣が半分せしめてV,るBtた ｢稚魚して｣ ,｢竿硬を出て｣,｢
養子に鴇で｣とい うrDも,その時9i(D家-1･が店なかった場合であり.｢胡家長のFEJ忙準じ


























とわ 亡みた｡ こt,/)牽 き見てFE:Sじられること止 .也 丘J甘 .f;主,が家妄憎と･'きた 少t'㌻とレナも もー
1日日,1 いつ家-1,軸1Llrまかせるか
理 由
唯 -皇子 ともらってから 5 l
.と 令 の I,t め 5




る｡dIJ家長が死 亡して ,また払 主席-.Eにエ
i)!･.Lた ,そ N,Lもやっとitiたr呆長椎で.工･5ろ
;);.それをか′'Li)'･9ふい農!Ji=でゆするとい
ってvu こと｣.あるo L一頓 ･3享子でももり
って▲､ら｣ i:vlうもつJ:｢老令･Jため｣:T
I.A ･Dと同 戎だけあることt'こうか7,;え石上




は 敵う;っている榔 ある ことIi･示す とLnえるDで丘たいかo Lか し僻事甲は･少ない心て
こ･/J間組よこ'7)髄 でfTちき･つ0
5. 家tikyFgD riif:J分 ･ji
こ(I)家振rqの権ユ怜 謹告考えるとき･そ,i)家 宅0恥 ･弥 大いに唱係するので調度対象52戸
a.A;l≧7i･Lii･1tD両から見てみ ようoそiDうちわけti.i9>T=Dエう･こ′たってか 9 .ヰ-3良家 ･ギ
止か それぞれ4紺 ほかは舶 農家でb り･tの琳 ;も漉式D方が主である東二埴兼,鳩 宏
一67-
第~9裏 宏美別倉秘
載 某 戸 数 i
非 農 家 2戸 4
兼茶が王の汲集魚森 42戸 81
&菜が /r Q 6戸 11










-北見もjE:1 鳴雅農,t魁髭が多いとvlうことは ,頒濃rL在学している人が絶rtであるか告伯 べ
ても')なずける01,kJ;戯 48戸のうち世祐主が凪某･H舶省である壊合か29戸であ b .そ
D触D家 産でもま弟･澄子 ･次三野ではあるかあとつぎとなも息子が取崩に定逓 している.
一家 の 大 祐 が束おし⊂荘吋【してV'るとtJlSJことであり,戎破内の舶 j分割こかい て ヰ 京 良 家
と比へ利払 があることと思う.,
また確｣1分･=･Jiモ考える時 ,欝細入政 ･ 家 湊 頓型にJ:っても兵なるで2)ろうOそこで絃 rl今
串 につのて一組のモて･tとその手峡とか ら せ る 夫癖家族とその他D家族 (ここでは屯宗家誠 と
とする)の二つ忙分けて考L子していく｡ 調 査 対攻 の 京 碇 のうち天鳴家族は18戸,その他D
f(:紳i54戸であった｡
tl)Bi.三方劫の鴫 削介 登












第10憂 戊 岩労 ･hの分項 目)
職 嘩 舶 容 仕事のわDふi)農輔 の 中 心
長夜婦味 世 帯 主 9 55〆 4 24卓主 8 47 15 76
直系求族 世 帯 主 19 58年15 48⊥看
也主以外の 男 を 5 15 5 ?
主 軸 6 18 11 55
jtTIO'表 決 .Lji労 がJa 分芋蔓12)
*1.,9.-諾 蜘棚 午の世占孟 忙わとDの 土 .i 要所 1l一 一 _I
売家･7lせ壌 食 滞 王 55 も 王王_ 細 10O再 1ロOJも 4n l
直義丸i ri 世 帯 主 So卓 14/A . dJ 卓 二
東宝以外の年 号 4 Q 1L? I
二E iくV 27 57 1.I















じて , ｢止JB-V⊃わ17ふ 9
｣と‥う潮 的柁'&tl.｢
茄､鼻LS間のJ:.p｣としへう
雀 慮外での対外か 竜M･こおけ,-J世帯主かエび士諾.王1本Dlj!･iつし治る.蛤 が ｢長rJ絶 中心
とな_f)する｣,′｢家苛の世盾をする｣など家横内でJLL蒜別 !ji'こ-Lげ ろ昇任の占める･1恰 エ
は るか忙大きいO ここに家定内外での-%生甲心･甥盤L芸.iつI.rN狩がうかがえるのではなvl
かoLかしこZlもj.i美点京のそれとi峨 ILJu 佃 リ衰いもIJと息DTしろ｡ ｢にわと畑 せ
血 に釧する攻臣の叫食がノミきいととは ,その方蜘D監絹を考えるとあた9まえて ら･勺が･
｢千D世良 にかいて寿 .･J東族1.よ10叫 ･庇六才鉄でも50秀近く女圧が受け持ってtJlる｡
｢千の恵諒｣がどんなに大よ如 け !Dるかモ考えると･(樹 こ女性にとって)車齢⊂i･Lけ昌
･Ll某は主軸を甲心として庁･'rmLでvlるといってハVl過ぎでTi･Cvlだろ うO
【21 家 おの 介韻
〔対家族外的f{71り
草生に机 ､て朋 は のどとく蔓砕労御者が親族忙1jt堺してか少,それも将股米山へJJ･')で
vlる人が多いので,就lR)会合はできるか Tそ LtbD人々が出縮め容あを戊に考えて日時が













句 晦 虫 聖 l家計D管理l小J5の醐 米ピッ哨 盤 !
怪 家!+ .≡+-世 帯 主 2 12% 1 6車 1 く～串主 軸 1くi 8S 17 94 1,7 94
症ネ…京1演 世 帯 主 8 24申 L1 12年 2 占車
せ王外 の男 性 2 6 1 5 1 5

























がナろ場合･又結2人以上でやる滋合で皐る｡発生が-=g当 してLl'るのは ｢風呂たき｣ .にか vl
で1人あるi･号かは ･すべて女性であるO ｢家弟.t女三か やるべきもの｣ という気韓が薫く示
されてvlるO
東12家 言 責京頑 の 戎 昇偉 ･凱分 損
_千 二 t:-;∴ 二 :-_"I-≡ 十 E I_:_-_-
l
もう1I,Li臼し)｢天工Lt･良｣YこつLへて 鑑か 丁,adA三間 したDでIDI3か こJ･L･J1位 雷 主 を -EJ)也 と
して第三か当ってい;rC｡
⊂⊥,-;Jj分玉 ,貞切等旨コ
｢tヨ常流｣.｢ユ･J元｣ I,Lfカナー亡,箆がjiv,._テくか鮎･は したが ._-K多iXのおt'て両古.1･ミ
iH1-人か行って'し′､J-こOそJL-il一止計したもJI).,J言も15i;ZLl j の c Fi机上主･.A:･告中心に尖It_に工
i)-:;く:･iされ･L'vlること.-,):不されて･,'る0日riT,i.iLi･=,.b=壬 ,I-1エJ第 三′)ミ1って くる例9tflj
.Jうち5州までr:i,_LIhjD症に主d 忙悶まれ,'LもeJ士 iって 叫?るとvlうpDでbるから,｢･3
常轟｣につvlて,.dl東庄のrit･lであるといってさしつかi;･jiなしへ･Dては,JLLハかO員喧品につvl
てtd:.弟･=Dしめる亡蛤 が少し大 きくなってvlる｡ まと-i-たもDは=庄 V-Tl一存で.ま 行かれ
所;･i;あ/-iDだろう.甲:/CはPS
.か S表 或1･IUrt)分遣
讃軸 恒 i(, 轟 国
夫家1軸壊 せ 荷 主 ; 5 17宙 5 28主 軸 I-15 85 15 72
直栄演咲 -LF 僻 主 I
世 主 外D 男 達 2 6 5 9
















第 14表 外 部 交 渉 的 役 割 分 趣
柄攻め手托き 袴敏-の竜殴 部落行跡 ,冠婚葬祭
夫輔威硬 憧二 . 簡 主 15 72車 12 66i 7 59歩
主 婦 LS 22専 5 17年 4 22ui
ど ち ら か 1 (iキ 5 十7車 啓
匝票家秩 世 辞 主 19 57屯 22 占6与 17 5106
世 主 以 外 の 男 性 5 14毛 4 11ヰ 占 17串
主 嫡 5 9馬 1 5嶋

















･モた管理的曙割vcしても前述の家計 ･′ト金 ･米 ピッD･Tl定でのぺ七ごとく大部分の主焔が





倒に対し,｢つくろ Vゝ ものをするJとの嘩掌がかたL)あったほどで ｢暇｣とは良疎.L]滞京
!Pのない時と考えている主婦も多い｡以上の様vE東芸主に定番する世帯主に競艇oことモ任せ
られてしまって ,一家D支症として一 日中軸きまT,っているDが壬生ID主碕D噂である｡





Lr縫付で･Ili労が烹 漣の仏神を守 り財蔓も多く一人で･もぐJが祭政とされてvlますが ,こう
したしきた少,Lどう恕われますか｡｣とb即.,(jたして ｢j.i_い｣.｢惑 い｣と忙分けてそD型出
表目 安 -1タ沖 )如召縦に衷する恵良
｢ 完 由 ｢叶-~ノー｢僻耳歓日1.成 '-+
滋を伝えるi転読を守るo 7 良 iい l!
れvL細化するO 10
そ の 他 4
′ト 計 21























相続の問掛こ閑重しで謡の老箆lrt･D エうにみたら良vlと考えてvIるかき食間 しあ その解
筈として(3)長男一人がみる.㊨東男が他の子供より一府多 くみるoO食宕Cの息子たちが平等
にみるo㊨---①まで同意してふき温んでも(.1ったのであるが .④が 25例一∂が2酬･
そD他の相銀人がみるべきというのが1D･.封あって ,それ以外の堺等はなかった｡也 の 長 男
吐相続すべ盲人で奇り,後鍵ぎが両寛の老産缶みるべきであると増えられてvlるG)で参る.
モこて ｢面積と継 ぎ夫 剖々ま同居すべ きと思いますかo｣と菜rnUL .｢はい｣,｢レ､V,え｣










¶ 同族 の 構 成 と機 能
矢 谷 原 雄
享二巨築港の同族の細成と'軸組 vlずれも茸的なもC)であって典件的 去数字で表わす iu Lご
く盛鮭である O養 って開き取Dを鍋空の中心とし,また･i生の土地所有形確などは町粒LLの良
男 -ヒンサス (19604日 にエリ,人口はⅠ市郎7:柁Jの戸1榊 ,壬申戸栄など軌 へ比J._雅 討して




吉細 目が流れ 邸 h比:･､す ぐそば甚迫 っている,i.･弟r-3⊥托 L TIT.二･Rつて内払 rて;'･3)言 く広:/ftっ てい
る｡靴 出･:エ吉井川土手と山 とrDIL'li亡はさまjLた土地で.-tさる｡ さて趣け鵜港(,j足済的■･F.gJ.7'Tlと･rLも
ェ地'･i･考1,.号してみ.LうJ諜声故57戸D内鹿戊51｢∃読_I)6戸が料 Ai家で包 L),そ 山 jちの 1
戸は寺庄 (久戒寺)である｡
崩1表 撞宮は地面h広決別漣媒由




2度～ 4度(0.2/抄一CJ.4加り 1 4声
1反- 2反(0･1jw～o･2ha)l
i--㌃ 石言 (T前 こ 豆〒Tr- 一芸
表1i,I:即ちかな如く1町以上 の良家.jl1戸もな く,これと対敏和〔2広～ (･反L'31滴 鹿家;AJ､
50戸と全体D5舟の う-;al･占めているDそれでは良弟に 上Ja三･7.人の面きみでL,'>るO
第 2泰 Et虞 ノラf･掛別血家老
第2章からでも明らかを如く典男収入のみから見ると1口万円上⊥上の腹式収入食卓げるま比全
体の内9戸,大体 75であるO とはいっても舶 綻179.000円 であってすべて壮それ以下
であるO現在にかvlでこれだけの収入で平均5,2人の家疎音保っていけるてあろ5か ,しかも
一戸平均の戯凝収入は 5.1.54口円 .一声平均研噛 職は 4.4反.全くの零細良蓮である.とう
ていこれだけの戯謀収入のみでは一家の生活を立てることは不可韓である｡ここに兼業即ち鹿








轟川耐 火 v y ガ 2人
三石耐火 レ ン ガ 2人
鉄 工 所 相 克 2人
･台 井 町 碓 嵐 1人
青 井 町 塵 騒 1人
土 JF工 解 強 良 2人
工 務 借 切 蕃 1人
電 気 柵 境 1人



























さていエvl上本抗 に;･j:い って草生忙かける同族の槌疎について見てみる｡す なわち同族 -
本家分家朋係がどの横に存在 してか9.それが生活にどの感に作問しているか舌見ようとする
もDである｡.喝き収b調査に上って同族Ⅶ儀の硯枚やそれi/こ対する考え方などを舟場きした.
甥き収9形式は ｢お宅は本家ですか又分家ですか｣ とvlう貰間 で本家分家を分け本家なら ｢分
家卓:エビのか毛ですか｣という文間形式をと1.).同軸に ｢本妻はどちらですか｣とい う貰間 で 大
体(つ不凍分家関県を知ること'/Cつとめた｡又同礁 虐講と知ら)とする時に仕分寮に対しては ｢




存在 してvlふ加を戸腰ほに エっIr見る ことにする.
テ6-1侠 如 団
同姓森組と',.-1同じ鮭 缶宥す る誹 の ●･て凶Drbである .時かこか leこか vlてF:1これがW風 †出 と大
い に 恥連するところが大で3>る｡草生in=溌V'ではTrdl姓鍵田Liどうなっているであろ うれ こJL



































ー明 石 雌 4
碍 轟 姓 2
西 LU 姓 1
小 林 姓 1
谷 野 姓 1












































見てみよう.り･‡4加点5表に示した如 く三笠V亡,Jは l荷捌 き団としてd恵良姓4渦 .号光姓.1-A,









帯 6零 姓 別 分 布 LJミ丘
姓 名 上草 生 下 卑 二土
梼 原 19 lt 4
実 光 1 1e
･J､ 川 l 5
長 田 5
I下 山 ; 5
刀口 火!J 2
第 6表からわかる通り.同項#ミ班は大体喚成約にまとせってvlるb盾原姓は上草生に19戸





しイ) 空 党 姓
E:rE
家




l 鵬 ♯ 三
(｡) 倫 L百 姓
r僅i原 姓 宗 ヨ｣













←う 小 川 姓
小川姓につ､ハて妓本蒜 ･弁え.:軌果結矢の血 Ll0
本 譲 分 電
I.:こ
川 - _a.B-- --一小 川 二 払 子
･ヽ
川 も と ･,ト 川 '_Ti 夫 1
(-)下 山 建
7 山 芋 次て こ二二-I--一下 zL｣ 番 慧
＼ T Lu 始
I (･1-) ,JjR 束 蛇
■＼ 訓 11L 単一 - 一一 I]口 tk 金 一
N l三 田 姓
r 長 田 敏 之- -
(本 家 :I
LJJL--_-_
?? ? ? ?
?
?
? EB 巧 -Fi
長 .田 師 部
- 8 12 ~
(ト) 明 石 姓

































本甜 宗久成幸o佳掛 こ来てもらvl',全n夢郡のもとでかがんでもらD｡ これを`おかん き ''
といってV,るOかかん葛かすむと,めvlめい当tkにも9.免にのべた酒さか-jE(大人)菓子
(手兵)など吾みんなでいた くゞことVU.:っているD蔚柿板旺別に走ってはなく,ただ早 く






に行なbれ .久成尊より任穀を呼び .先韻の盟(F与も.雪光式ミ氏宅戒の川中 )-Llおかん
きしでもらうC.重lf_a)円で拝み .文法の7Trへ行って拝む ,そして当宅に賂7fるのは一 緒に付
き一人である｡この点が少々恰b貢先程祭と凍ってyl;∋O
(う 小川家莞認宗主)
大敵 (1)(p)と同じてあるが ,兵brJ7壮た lゞ引伽こ行T)ルさことと部落内に元祖のii-モ守っ
てい 乞い点である｡
日 下山地同族
先述の細く,倫屈ま旦祭 りに組入れられてvlるJ Lここで広場 す る O
そD他の同境ではた誘崇Yi行われてV.ないO-t生で丁⊥こうした≒頚祭を-由して同議長ミ』/J･Tg!
接に寂びあっているよう.忙推#されるO
以上大伴祭礼的熊田から見た同族的つながi){J:みて米たが ,つぎl亡本紛 敵 弾 .3に相互麦ど
I)考えてvlるてあろうか｡また本紛 京開脚 こついてどんな意fb-3をV,A-いて.Jl為で香ろ うbl.
題 8革 分 家の本 家 に叫 す る忠盛
ロ-1lロ-2 ロ ー 5 ! ロ _ 4
楢 ti'.-14`lO(4) 1,線をもら5とき2.嵐組.岳につV1て節 r9 耗叶,.:3べきだ 11苦 光 5 5I 維けるべきだ 42,芥式のとき そうとも思えぬ (1)
小 )lL 5 1 5 1.線忠もら9とき 扱けるべきだ 5l
長 田 2 2 1.疎音もらうと'S i扱けるべきだ 2
｢ iLT 2 2 t嬢をもら5とき2.外気Dとき 授けるべきだ 2
明 石 1 1 1.嫁をもつうとき 枕けらべきだ 1
ここでV,うロー(日はお宅は本家 忠太宗 としてその地故を認めていますかOローは)･お宅は本家'/C
色々な面で夜飯や用戒告求めていきますかOローL3)どんな点で東助や相怒号求めてvlきますか｡
ロー日)今滋とも本家とのB･つ きあい ･i･統けて V^こうとお考えですかに当る｡なか( )円座字
は否定的解毒 とした家である｡ ｢
筋 9表 一 本 豪 LZ)分 家 '.C対 す る惹 光 一
イ-1ll-2｢ イ ー 5 イ ー Lt
倫 伯 7 1.線立もらうとき7 E2葬式Dとき 綬けるべ きだ 7
誉 光 l う 5 1_嫁'=Eもらうとき2.滞真のと垂 I. 1
･｣､ 川 1 1 l 〃 1
長一 岡 l ●l I1 ･> 1
下 山 I 1 1.嫁'LrもrDうとき.2Jg-;+a)と嘗 j^ l
明 石 1 1 I (. i
ここでvlうイ-1はLh宅比分家i･舟.涼としてD地位Jr認めでハ-1すTuL.｡1-2お宅虹今劇 こ
色々な虚 で康劫や.絹駁ご恥 )J･ハさますかOイー5お宅はどん ;･'L面で分家忙痩Iu)や頒Jこします
か｡イー4今産とも分よとC),Jさらい忠弘 ナIEv'こうとか考えですかきさす｡
こ,I)F,菱 ,9真から見て ,不誠と分1",XIDつrJ:かり'jCついて大路の刊.折が下せ よう｡草生で本
家分家7)ある45戸D本家舟31:柑'/Fn=対する考え方綻どうか告見ると イー1,ロー1I,=ふけ
る本家分家相互む三瀬lrヱめるかどうかのHilに対 して ,45戸含許が鮎 る とめ考えを示 して
vlるo これによってもF弔旗聞O結合窓諸は大変商vlとみなせ よう｡イ- 2.ロ-2は ｢どんな
時t,C本緑分家が他線したi)顔助した iIするか｣tで対 してとのにIj痕も川嫁をもらうとき,(2)葬式






vDriした9夜勤を求めてvlく事がないのかOこれに対 しては(H｢昔戎苓諒 ･分家とのつなが 9カ領
一85-
かったが ･時:,];たつにつれて… とうすttてき私tplr本家灯的6;たくても- が出乗るかL,J･
(,)r本家LD分家iZ)万が経済的に補益;こなってきitから｣などの理由があげられてloる｡こう
した経和 は 乃よりの太実分女羽射 こ対する意jhAaj化T.･i今鼓も同項藩政lrうすめる万へ行く
耶 把 が大vlにあると思う0- 4ロー4のて家卦Rf･nlDつきかハ恕放けていくかどうかの関




JL･rll生で甥 んど行2,4ltてtへ七vloiLで≠iJ tj,いて一戸当9副乍郎 7,ラ.i=1 いこと.亡畠
-たして.^る〔-il一F:J･SJ草コo L.･lゝLjCi･勺作J･-:耶1も01 ,-7椎 でも.:-iwi散布.O鴫jii瀬で戒.JlL.
甘 '急にか V-でも5絶OA=滋/j}･戒が火冊ヨ泊と成在庁ってvlるoLか し三′エ左で.1ブ(Eいの家f･欄
rl毒DL如 んji･:i-iS:il(線束〕C)辻もつ人(.;.,人 ,i王)ti:摘ん で一.,ってもらってV,ら.




LJ.†こ行くか本家､こ!,･.-Iつて読)こと.(C)婚礼.#由などJとき巾i互に=I',i;iii･つ くし,王 として ,hl
ThlD 代 _{たち本題を一戸心,こして行なうこと｡又井筒亡漣を.〒つ"/i"_1'J-?こと,(i)-A:超て譲横蓄
え'.rC;j刀そし,lt]値p各組の出加にエイ.1台T.Qこと,(i)),1,fj-人･つとJLLrL三言 に惑った特は娼
生こ瑚け,｡.うこと,tf快 木材噂を持つ例も多い こ .i:.などで あるoi.れ らi･滋 篭と比や:してみ
ち上,rp)a.!;1鼓押環椎は葺Ifでは,T之もけ/U-ら.亡もイこi-_-blLてい-L_'I机 /こ懐疑の主-'STx部分音しめ




ことか ら,相互に玉頚{.Lrつくす点(･=T.ミル て†土_壬生で化け∴ち工t,C撃てつれて･/'るとみなせ るで･b
ろうO共同基地は草生に於でrt見たけられ,なかっJた.(a)(つ脊謂 ･亀夜番;FLどI/Cft相互.こ初'1合
うCrJ!-1Lもったがエイ的な曽伽交てJtI)件tJみられrlかったCた患f?ずか/lE2-5岨lDj=.{舟&'で





-Ltなかった｡(r供同町隼につvlで絃櫛 所有林 ぐらvlをもので ･!l段大したJbはたかった｡て王
て,今造,I)敢乾き善男 ･要約すると,=太東を中心として同族集Bl内忙労恥及び鹿東上tZ)相互
的助刀馳係があること.I.2妊家を甲心忙して宗教的および鋲礼的土塀互醍藤があることの二つ
. 忙愉する｡草生におvlでd(l一塊 等蔓rf殆んと見られずte)の浸蛙が寄鴫 vlと言うことが出東上
う.
-87-
第 4葦 高 原 集 落
第 1節 中 勢 実 の魯落 と生活
蒔 田
■●
(写井 1 中敷吏部落 )
(写兵i 霧の海
中勢実より南を9.む )




(写菜 4 長坂奴臥 凍城跡)





(1_･',I_11. 狼のF;-) (写戎 12. 陸稀)
(写其 14 小勢美の水田)
(写貫 16, 金勢横)
(写罪 †7. 金勢様手洗 鉢
- 90--
(弓馬 15. 山地 )
??










仁榔あるLJ,は塩木lr)山道を5- 4KⅡ麿 も上→たところであり'文通の鰍 士あせI)エい方では
たレヽ｡
弘詩は山の南面に 80戸あまり散在 Lているが ,こD布原が波浪状にうわ 【ていて'部請全体
Ji･見わたナOは非でf:I!'t:FR性である｡
こ○猫 .碁C｡粒も芯 し･,所轄,節約Ii･市峯-たる竜天山 (485m) エi)少しだけ低いだけである0








大分下V'D方から取水LているCまた水mにつか う水は .小さ'/=,ため池が5つみるが ,これだけ
で水村をうろかすO(1,完全でI2く,天水に上るところも多いそ うである.日でりCD純いたとき,














街道から棉当はなれてか リ ,急丑rL･道にエ【て^戯 ･ら遠いので.甫^が世間の^陀知られす
に住むのは都合がV,Vlと思われる｡
五輸塔も各所(･{みられ ,相当古い袋帯であることはたしかである｡この巾勢雫で,大元家とい
























吊 壮 け '牛が:fi,やせちをLf-い上うに, と求の/Jiイ骨をうまやの中につるして ,まじT=t^tlCし
てlJlたも'DであるOこ0倍叩け中国でも見られるが ,牛を非常('C大切にして家族の-rlと考える
こC)地にも-1で牛がいがこ丑要であるかを説明し.たものであるO
牛oあづか りとして(-i,かず牛が多か-たOこれ(･1.唱境が中越 してもづかへたもので ,大体 .
10附 く1i;Fr.く●らし(の 糾合でみ【た｡n描腰 もづかれてから約 2ケ月間 ,貰O曲閑JyJを利用して
だん刈 りのIiT･を食わせて肥育 L.飼い貨とLて ,2,5円 (米 1俵 4 ,5円の頃)もらへていた
I:i;:r)だ｡ このあげ牛(･j:大体大正初期まで行なわれていたらLh｡
Jt相 ,Lt,こ偶^rfjtでは怯下牛として他^陀牛を-袋 Lていない.,1.5牧が砂聴牛として,大原 ,ムサ万




















明治 2ム年 ･ 月 El
帝珊 仁ヰ郎寸大字中勢91-
大 日 寿 太 郎
惣代
藤 本 仲 三 価
石 原 兵 lLl却
放 tlJ 約 二
杉 凍 広 宕
両 金 平 三 郎
大 円 歓 次 郎
延 岡 非 常





総戸数 82戸 人 口 420人
田地総反別 55町9反

























咋irL受託上代金 4弐･Stl0円 (反当5.60哨 )
こ0紹顎調をもとにして,申勢喝森井の特色を考えてみよう｡
1) ロ畑の桝作反別が一戸平均 9反余りで ･ほ偲全国平均と一致している0
2) 高原典薄らLく･畑地の占める刑合が約5制と相当か .
5) 目立つ特産物がなく,平凡在日本的典約曲&･である0
4) 末だ ･乳牛が一所も飼われておらず ･いぜんとLて,米安中心軸 菜である｡
5) 近年琴まき結球白さいが多く作られる上F)にモ ､ーたod)昨年削 帽 軸 力鳩 んにT=U,雌 牛が現在2咽 近く飼育されてし1るO
･雄巾勢第0王威な変物につし1て軒 こうと思 うo
o米 仙 也が多し(Oで陸耶 少uiあるが ･水稲が大部分を占めるO7Jl(Dはこの地方では ,2




5つの谷を中JLR して ,"回りD]hとか■山地 ■とか呼げれろO段々に･r【た′トさ7Ti:水｢uE,こ水
稲は植えられているわけであ7,0 しかし水紺が中が 油 菜の中心とな-ている-Jl(a:は問追いか ,1.
品矧 1高原のため ,早稲か ,｢P早稲つものが多く,凸林系のもの.千 ,中国占号等が主体でも;'=,令
今でも少しではあるか ,酒米とLてJtJli]錦が作られているo早柚をするために,保温析袈苗代が
的平作碍FT行なわれており,統語mo防iL7T=どにっとめているul,fJL'rl'.i871- 8寸 5分仰 ⊂柏え
ら九 ,平野よi).:-沙 LせまいoJl室'瀬ikは 6- 7kであまり多い方で.:riたい.
0蒙.咋咋頃 上り肥和牛 (現在 29粛)か行な1}九だし,駄作とLてC)表HL･,併科 ,牧羊他卜二
変 →てきて二`･､り,また･iL机C)ために滋は付け1=くた り,作付両肌 t減少しているo
O春7fTt掛球由-3い
近年 ,4Hクラブ等芸vl^ 々が中心.:'CT= (て ,チーフ系○抑制 ソサイが増加してきた｡現在3
町 5,1jf群納付られ ,畑距物C)ニューフェイスとなりつつある0倍が共回して ,FJ二王(W-I.･㌍理 L
て.^けば ,吊束中敦賀rJ牛;潮 勿となi)うろ可櫨性がIb_tも｡
0東榎葦
現在 ,25- 2占戸･,i;作(てお り,5町 5皮弁 ･)つHLl畑に和えられている. JL!-L'l頼 l1-ち
57.0DO円とかなり7.-･iLn方てあるが ,-1･rLuC)か.i･るrJが欠点でLら'7,.号町中11:'妙'二堤にほ乳隼が一
同も入→ていたいが r形良が/17Irわれたすとだんだんと部 クノ:コL.=t作られたくモJ乙だろう｡
1U年頃までは備中弟が作られていたが ,現在ではすべてが紫色札 (ブライトエロ- ,I/'イソク
ス)でちろo
そcTJ佃 ,ナス ,かんらん ,いんけん ,ピーマン,串Oう指胸 が作られているが ,大 したもC'(-i
兄と'Fら;乍わo
て1-モこれ らC)建物をつくる姓作美(,tどうであろうか｡
I3'L-1'りし1-て ,^ 力 ,諮ノ二JA;i=_であるO.こ凸.串でも荊 日本的といえる｡緊和博 '脱線駈 ･もみ
す り柏 ,瀞&F/'!:～,1各戸に個人かあるいは共何て蛇入している｡そrJ/掟 71も訓{カッター '製Fi
･ 機 ,半(,.米機 ,乾放校 ,エソヂン,ふんむ様 ,軽三齢:1t,るが ,包教は極めて少V,･｡甘擬 翻 し
車 台も入-ていか ｡は ,不,a.-Bであ･も. これは一柳 0両- せ- のと･坂- 多いの!J･hj
田だと思われるo
これ らO比渋亡t,有苗飽1.実 ,換金作物0,7g.及 ,土地改良-AJTfにより,大企脚 ヒしてし1かねばたら
, -r=いので ,格的力e:i)導入は非常に五葉な町と!LT･)｡LかLこG)小弊制 ま地CJ利 ,交通の蝕が良く




















.fJt乾はi描 物C)IL1荷 ,貯金 ,輝元だけでなく,仁美地区 (L=輝 .布細葉)の有掛放送のメッカ
とし.ても役立→ている｡布凝放送は昨年仁美地区a)&･齢に交換台ji･僅いて開始せられ,ほとんど
全戸がこれにJm^ しているO†正浩料は 1ケ月120円と破格の安さで,本当に,仁射 出区の^々














かたむける程rifである0-4-I‡-.怜 通Lでの楽 しみといえば , 1年2- 5阿C71巡回映画と町内.Fど安
旅行と衿石小 ,仁嚢中の運謝金 ,学芸会等でみろ｡そして魚 ,lT_月 ,秋まつ E)程変であるoLか
L,また,正月 ,釈.まつ り等はかえ【て壬帰化と･,ては重荷てあろ う｡
ここ⊃rl'与Jql軍にけ分家が非'.料,て多lハ｡調教 した 25軒中 12戸･:iでが)'i家でも lた07=托在では作
:,I):小さく-/:-.てL,-･るつで,現に置(⊃財放C'JT判i･好iT=(な(),長93(rJC頼るくつがいいと考える.こう
にたり,綻･,て分家 も減少LてきているCこれ もぷ杵ID僻鉄であろうO




Jfi後に ,近く⊂つ` 金紗m Bo-桐 ･GjベエFJoこれけ久米･-tf臥 米御 Trにもろが ,すぐ近 くに与り
･T吸 う-:_,Dノ＼々 (.-i"f]本に5つしかいたしへもの uとt/,-て軸当闇心をも-てLへる頼子Iである｡やJH
I)^ r服 J根源6-i)-TT,だけLli)【て .祁当泣 く〇人もかまい Otl:,=来てし-捕 . I
(ニわ,わ r)も･J(:)
これでも(て`中鉢鋸の爪晋と生活 uとい )矧Qレポート',え.終ろうと思いIi:す ｡
御多忙中にもかかわらず ,いろいろと:T,1略 して下さ【た辻寅さんはL'め .鯛郡 〔′L::tiく信じ









池 本 佑 司












































































ろ｡兵長 40名から成り,老船群のみの家は加入しか が^ ,大体 1戸 1^ とhBことに在って




であるoLかし今後もこれから大しへに生活改車 'ちるh比社会教育 ,政治 ,子女の教育 ,文化
をどの多方面にわたって帝VC若い主婦rjを甲心VC新生連姐を良師していくべきで杜なかろクか｡
以｣二,八島田卜ついて既観してきたが次に第 1節から第5節まで煩を追うてのべてみようと
層うこ即ち第 1芸.Jでは八島Ul部落の葎軒の中心となっている水相良英を取91げ ,特に稲作 ,






第 1酪 農 業 と高 JR境港
L 水 田 姓 兼
高原始常としての八良刑の生活を支えて'いるの綻塵弟であるO点薬世帯人口は総人口の
約 65多を占め ,一戸平均耕地両税 7反 2畝(7km d反 1畝 ,畑 1反 8畝 ),山林 9虎 1
畝,戯機具 155台 ,家畜 122頭(いずれも単位換箪 )を経営の誌髭 として ,水稲 ,安 ,
発捷葦 ,薬種 ,その他の工芸作物を主柵として育産(和牛 ,乳牛 ,本科 ,山羊)7TL,らびに
山林経営が償せれてLJlも｡
第 1表 #='営土地･fli類別出家款 と而職
旧 棚
避 難 両 班 L- I.I平 均 普 適 血 jJi-柳田
捜家政 両 ,tIrt.l- 戸J1,. 狗 出家倣い前桁･._.ー:_｣_ー _.･.■ー
45戸 27町 (日 ), 45戸 7町'一反 2庶
照料 ･,1?60世 押Ll築 センサス
山間部の ,これ以上開坐 して水Llは する1.Ⅰが排7乗か ､といえるほどかrrl乍された段/llf仁の
加 ]が憤高 500m',に遠するあた/b匿まで見受けられるO,A:i耕地の主侮 iいうIiでもをく
水和で全新地rJ7al蕗(27町 ち反2畝)が水和であb,柵は残 !)の 2l･9',D(7町 5
戻 )を占めるに娼ぎ夜V'olす約-に八胤'q祁帯の[2帯のうち稲作をとi)あげて見ようt｡
前述の如く福原.%簿のこの村は昔から同和に力を注いだので '今日でも水mを壬とした
逢巽である｡水桶の作付が 27町 S反 2称号占めていて良薬の中心をなしてhる0
第 2衣やみてすると1町以1が 4戸で食掛 19針 :すぎず '7町から1町未潤が 14戸
第2乗 ｢上1両称山砂別磯家赦







二 ~ 十 二 ･-:I_-:千
Cl斗;19占0世界鼻薬センilス
で1番多く全体の52帝を占め'S反から7反未満が 10戸で 25車で' 5反以下の嬢
某が52串という状況 であるQ .全体としていえる串比 1町に逮しない零細′J､
規観 家が90〆余bもあるという都であるo高原という自然凍境に 恵まれない所に 1
反の田が20- 50枚以上の臼で成りたっているもの,叉せいぜい大 きい別で 1反余bの
田なのでそれぞれの免家の人が 1町もの水田を保布する事比不可能であろう｡
























































yJ4表 鹿産物販売金筋別鹿家数及び臓死金街合計a5万円 5- 10 10- 20 20万- 50--50 農 家 計 矩売金徽
未 満 万円未満 万 未 満 50万未満 万 円 未満
dL.
,V5喪 農産物販売金敬 5万円以上の出家数
柿 工費作物 帯 座 塊家政剖
即 し 1960世界蝕業センサス
第 2摺 農#=-の常 働 手段 と労 敵力
まず鎚稚具について述べ1う｡
戊糊的にみれば曲的典 もいちじるしく変化 している｡昭和 1日年頃に性八島田部落全体で
石油発dil'u機はれ 占台ぐらいで ,その他Ld:軌力脱牧横 2台 ,Gtj)力籾招槻 2台という程度であっ
た｡
ところが昭和 58年琴在ではそれら仕だし1ぶん増大 し,変化してLへる｡唱勅勘 5台 ,石碑
発動ri5O台 ,徹力駁殿触28台 ,籾摺撞 4台 ,乾燥掃 2台 ,製縄機 2台 .動力カッタ1 1
台などの多様夜曲機具が吐いっているQ Lか しこの八島田郎藩の過頼長の串入るri,我が風の
さくのL!蛸 に比 しむしろ遅れていることは明かを中東である｡符に耕作用の曲機具は トラク
:71が脊紅海C311!‡家に 1台移入されているという状哲で ,機械化は確かlc遅れ ,水田 ,畑
心 瀬越作農 ,水かき作美比殆んど雷か 一和牛一に依存 しているといっても過言ではない｡桝
地の整備 ,鳥道の整備の不完全であることが領本的に虚･Xの機械化ということを妨げている
のでけな･いかと思える｡又和様≡手鼓は I帯に二段排撃の嘗及段借にあ り､大半がこれを石し
てしつるが ,これだけで托ここの畑や温田忙虻十分ではないD したがって ,大部分の汲家が一
日u非難 と二段野際 q)両者 を有している｡又梨が範hOで ,欄肘や惑乱臼へ持ち遊んで使用する












れの労働力を十別 て発坪させるには ,それだけの瓜具や徴械が必要であるDそ してもし十分
に効果を即 拝出来かナれば ･そこで働 くわけにはいかをhoこうして八島田部落J:,Cも当然労
qIJ力の動きが考えら･11る｡
八島田部落の塊家 45戸が F均耕作両肌 ま水田 ほ 1畝 ,畑 1反 8畝 ,その上に 1戸平均
山林が 9反 1畝である｡ ところがこれらの良家の･)も窮 1種兼触 家 (自営兼業も含む. )
が 29戸でW,'1倭兼薬缶は 544啓を占め ,串農の3I;,FDよ頼 るかに1まわる高率fT-_･示 し
てレ､る｡ (第 d表参照)
第 6乗 鞍Av!-.舘赦別腰家の割合
ド 菜 瀬 菜 紘総 数 第 1碓兼薬 第2瓶誰兼
資料 19dO世界曲射センサスよ_日や製
これらを内容的に検討 してみると願われた兼苑でCTtrl'労者 として:lJLy:望n,製造超の.I:l,二次産
業くD従冬着それぞれ5人づつで ,又本務聴fiとして稲造某 1人 ,.:i:1桔副Li,Jl･斬rJ量三次産
業L/C従串 してしハる人が 2人 とし,う状鯉であるC
第一樺漁業の軒 Cか棚 につ.ハてみると= 人 も有か全体のi tr･-.これ托よって占められ
ているO これによって統一樹托謀寒が高められてLへることになるO こ;.･!,I:,.iJl'j告的にみると
育林というのが 10人で,一帯多 く,次LJlで製粒 5人で ,あとは境人 1,自営小2,商店 1
とし(う数字を示 している｡更にこ(,)部落の新二種.L'モ菜捜安代糧苫規撲5反未満:,D等W.良家5
戸にすぎず ,サ-ビス共 1人 ,あとは人夫2人という状況で節二種兼毒辞 t-1わずか 占.ddhと




したがって ,部落に残存 した道家労働力の甥連結貧弱であって ,土地条件の努私書と相-i
って ,逆にはなはだしい労働力不足をLilじているo今寸で ｢どうして余った労働力を飽業tJ'C
利用するか｣を長剣に考えて来た姓氏も｢どうして少ない労働力で有効に行 うか｣という具





兼輿総数 雇 わ れ た 兼 業 自 営 兼 弟
貿労者 + * 職 員 人 夫 輿炭 l育柿 戟A 1自普小 蘇店鉱薬 灘莱 輿追糸 過頼倍 公務 ∫サIど.ス節 年間 100日 Ji 上
第1軽油築者XJI29 5 5 ー 1 1 1 5 1C 1 2 1
き繋･T 19占0政界堤安センサス
と(Pl:うに凸'.Jそ性｢手が足blTh｣と異口同音に答える.出炭に従卒している人の鹿集労働
力の性棚 姫戒をみると男d5人 ,女74人 針 159^ である.農家 1戸平均 5.2人の糾合と
なる｡この内で良美に従卒しているが手伝咋程度の者として男dJ､,女9人を数える串が出来
ろ｡叉年令柄庇をみると判子仕 40オ台が8人で一節少く,次いで20オ台が少(なっている｡
女手についてレ､うと'40オ台の40- 44が 2人 ,又20オ台の25オ～ 29オがこれまた











年 齢 男 女 男 女 言十
人 政 Ct)割 合 絢 ^ 数 n T削 合 紳 人 数 N L禦 合 ㈱
0- 4オー 6 5.9 6 5.4 12 5.7
5- 9オ 7 6.8 15 15_7 2～ 10.5
10-14オ 15 12.9 19 16_5 52 149
15-日 オ ー了 10.9 8 7.2 19 9.1
20-24オ 6 5_8 8 7.2 14 占_5
25-29オ 5 49 2 t8 7;-!1 j 5.4
50- 54オ1 70 9.8 ll ー0.0 9.9
55-59オ i 7 6.8 5 Lri 1りI 49
40-44-/Tl 5 2.9 2 18 5 ｣ 乙4
45-49オ 5' 4.9 8 7.2 15 5.1
50-54オ 7 6.8 5 45 ●12 5_7
55-59オ 10 ?.8 7 i.4 17_ 7.9
I60-61万- 5 49 4 5,A 9 45
占5オ以1 14 14_? 15. 1一.9 7 12..1
釣 3節 水rTI由美以外 の盛典















ね集落の良家 )で ,とれらは敬後始めた凸家が多い｡ 1戸平均-4バコ排作両横は 1反9畝で













年間は脾 削こJh成敏を取る人でも,3- 4年頃から調子が悪 くなる｡また連作の場合の交
代様式としてげ ,次のような
大豆






















肉牛が45良家IDうち57戸がそれを保有しているが ,乳牛(r･tわずか 1頚に過 ぎ禄ho
そ してとの部首に結尾を何育している良家
第9表 一読甫樹並状況(入店m )
区 分 飼笹戸数 苅 羽 救
千 .rノし 3 , き
稚内午 牡 51 51去勢した牡 5 5
役 牛 全 57 57
乳 牛 1 1
情 0 0
価 1 I一■
摘 草 1 5
山 羊 12 1`ー
兎 5 5
ei1戸も左トというT:u袋であるO山間部の










山羊 ,-あるレ､比′ト家筋一兎 '効 '-につ
いていうとその規模は′｣､首く,その軽折的
悪感 も博捜 とするに足りをいと思える.












これまで ,也家の階層によ･る頼通比あまb考慮しなかったが ,確に土地所有や土地条件 '
あるいは経営タイプの相速によって ,凸家析折の柵進が異なるといわたけれ(1怒らか(.
せず八島m部落の出家の経営を次(･T)大朝塑拓銀別して ,検討することにする.
A 型 .･･.･.I.･ 米1-薮+和牛十乳牛十煙 符+果樹
B 型 ･･･････米+安十和牛+鹿茸 .
C 型 ･･･-t･米+安+和牛(2雪頁)
D 型 ･･･-･･･米十を十和牛 I




体 1町- 1町2,5反で概して大きいといえる｡ C型は経営面硬結′トさく5反余bである.
D章削子経営而餅の大きい旗家と′J､さい良家の両者が含まれてし1るo又E包 ,F塾は経,E'両税∫
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･1 生活とセン トラル ティの問題
牙 1節 ｢江戸時代 (前期 )
における周匝村 (草生村 )









碇 ii18年というと江戸蔀府がffl罪されて間もなくであり,託文 8年といえば ,邦朽fIlj立以来
占5年蒋僅 -た頃で ,年代的には射 て脚 湖 が終(て安定期へ(Ttい【た頃であるo又元敢 1占年
といえば ,都政もようやく充報卿こ入¶た時代である.さてその究文 .元疎む 55年Pjlを中心と
した時代FJ社会の川鈴が ,農民社会にどのようlri'1欄 をもたらLていたかを少L調べて見たいと









F:｣和 らかであZL･｡しかし表返Lてみれば ,こD時化ておいて良民眉が次升にF_戸時代初和 銅 毎
拭きかていた ちOから,蛮質石:きたしていたt-,とを物軒-て1.へる忙仙TEらたい｡即ち少数の他室.
TC･l冊数 ＼C･士j'畑 中がナナみ ,-7J-ではDl-i.旭 失 う貧出 ,土地を集 【て小作化するものが 甑
していたOでち7-･oそ〇倍黒 '`hT石肌咽 と筑決肘放つ差が壊すます相加する憤ThCTこを【たDであ
7,っ以上Oようなことが,死文 ･元称の時代を介むこの時代を通じての大体のi謹氏社会のt,･i勢で
七,-たと思われるO-t記0番を食掛 ておいて ,周防村 ,耳,J=jTlの壌合はどうでを 【たか･を史料を
!｢㍉LにLて分析にはい-ていくことにする｡
卜｣ 土地む変軌
まず土地C'分析からEih へていくことにするが ,周防村のrL文 8年と元敢 16年の検地帳を'P
l - 117-
心I'Eして比脚 ･S附してみね -･o LかLrL31串が蜘 舶ItLZ･も日下だけのものなので .すべて他人に
ついての円]地の所有関係だけ しか知ることができ-TL,家族弼成f=どは全然わからtIいのて大･L5'【
比lL分析 Lかできで ,満足するものがでちなか 【たOtTt致し方ないところであZ,｡


















? ? ? ?
? ? ? ?
?
?
用剛寸 元疎 16年 牙2衷
而 f･l･幣 芸亨詣





さて 1車 と2着くにかずたmP:け叫乃触宍'Jliこ計t･-'っしってみると ,克文 8年ではJ･qFrT_村cjm地C
f,･珊~批155町 dJ三5畝 14)iL<であ【たわが .元終 16軒二Iit2,川 ~5反 占畝 1歩とモ 【て約 1
町j!_一心面相がm加Lで,-J,rJ:ラ:^mられる o これ心技8年から元)-;'<1頼 C?55年伯109ちをこfTr
nl-,糊 琴され七か ,ちる.･､!･とかんがい.･別,lc7*:於えr_-れたrr･流 ･｢n･tifJ耽 'JnLたもLlであろF)o田
地｡卿 をt;･=ついて見:/Lt-liJ順 て虹上ILl･耶 JII-｢｡王けそれぞれ 7町5反 5畝 2Hj:lI15町 占
)1 4畝 9水牛 , 14町 6)31:6畝 28歩軒L･'ilている.一日¶とT!1○桝 ;iはあIiL}もうこわ-,lV､が･
上世は上Ijt],･CJはt5.･-,用 L一存【ている○これを｣.三吉.･と比軒しノてみると ･元醗 16年には ･上m(,i
7町 5lLと55.･t,叩 ｣エーt15MT拍 9畝 73:,下rEけ 15町5)え2頼 ･そして緋らしく加わ【た
下JtBjが 5畝 25･,i.<と7=【てVlて ,オ 末ーと;三-FU 枯ら九,-JJ'･上THが;･;]1町Jj･握 らずiLてV･









究文 8年 周匪村 牙 4表
研 合 計 会所研くて対する削合伊1千
9反 8献 9歩 26 1町 7反 4畝17辞
9厄8畝 9歩 14 8反 5pAlj日 歩
5反 古畝 11傘 15 5反 9 融 S歩
1反 5敵 2歩 20 5反 7 畝 1捗
6反 1畝 14′ 27 1反 8畝 15歩
5)-qB畝 28歩と. 4 , 占敵 う歩
占反 5献 14歩 1〔】G 5反 22歩く
介 ^故 両 群














元締 1占年 周田村 廿 5莱
爾 UL 区 分 人赦 両 税 合 計 全市印に対する割合(郵 平 均 面 糾
1町以上 4 amTl4反 8畝 8歩 24 2町 1反 2畝 2歩
7反以上-.1町未満 ･占 4町 7反 8歩 15 7反 fl畝 日歩
5度以｣二一7反束碑 14 7町 9反 2畝 24歩 20 5反 る畝 1渉
5反以上-5床束沸 17 占町 方反 2酢 20歩 18 5)it7n d*
1反)AL- 5反未満 45 8町 1畝 19非 22510〔〕 1よこ8畝 19歩
1反束沸 17 1町 1反 10,封去 6畝 15歩
-1I9-
殿女 18JF J拙ミ1.1 升6轟






















上にをげた斗 4秦とオ 5束 を比峨して気がつくこと･は ,罪文とくらべ て-TTI称 :)方が阿地のf､砺
概は約 1町歩増1.IHしたにもかかわ らず ,〔U地の所有手数は 1161.1;う･ら 1rJl名と 15烏lj担少,
をみせてL,る点である｡卿 ここれなどつ階屈./J:変現した,I.-/)･f_短]してみると′1町以上と /)/T:ltと
- 1町末前a)附属はそれぞれ 4も,d名で全 く袋か含みせてい-なし-H〇･1,=対Lて ,1I.I,J;I上- 3′flTI
束榔cTr_T]地所有半を中心にLで ,そ･つ上 ,TlL-)I,横柄にil立1た変d･7.-が認め･∴れるOすなわち 1枚
以上～ 5反末L;･31のl'if･ja:て卜上箕丈に卜152名でをr17t-Dが ,-先箱に(.lil4f}'/_I:とな.て 91(.C3淑LJ,杏
示し,-1た りTf.未硝帯同では 2a-令.わら l7名へと 9名cl減少を7.LでvL-･3ことがわかる｡ち酌こ
円rT-･.'侮Cl面灘合計7.:C)び出 和人L',_7平均E]llTu所有市.fIlJrくらべる._L,1!里 ムヒ叫軌F,I.ではILfl仲合計
は号と文8年t/‡:li d町 9I-il.8畝9J,,[:Jこ全件LrJ204,女占めIT:いた･'Jが ,元酎 ニト1-LC:町 4JL･-β畝8JiJ･-
で 249ちと冊 JHL,面桃で 1町 5枚の1,.Ljt加を示 しているO-九 1.)7:以上- 3j-k未満cJF恥 J:てI{t'.')
町d反 1畝 14歩半も-/i.全休の 27郎 :しめていたもむが ,元.a;V7･I(二け 8町 1脚1 9歩 と(=iJ,
これは柴休二つ22卯 こあた【て 1nlr5灰程牡〇歳少を示 LていろOそ'D鮎つrr,曙で･Irt'31日してt,･ろ
4 (つ.:1 ,5反IL1･～7反招 枇澗 尼だけ でこ1,(J･31せ 8年tJ:5町 51_=1-ぅ畝 11歩で勿附 く｡ 15車
-,;_･しめていたC_)が ,東経 1占年になると7町 9反 2畝 2ム歩で 20帝と奇【て 5率の冊 n'T一昭
で約 1町5ITL余 り,r)･Jil,.加石.･示 Lているが .他cjはL朋でiriサこなi),･j:,rH,)全輝破少 Lでし(ろoつ糾,こ.
附屑毎冊 ,l^ の平1相 野 柿 lf所旅篭_･比舷 Lてみると ,･I町以上D･隙間でI.･j~淀文 BiFir'こけ 1町 7反
4畝 17J,1-で与【-lrC)が,元確 1占年L,･:(,I2町 1反2-pLt2歩と-/汁,て ,4反弱の大惜別抑 !'U-'見
せてV.ろ点が一番繋Z,Lく目L･Cつ く.そ して･そC:･触Br･EJF/Jでは大 した変動iなく'簡韻合計が約 1
日T5反哨1.,Tl.した 5反以上～ 7反未満の借倒 て机 -･てもそ嘩 ](I,Cもれず ,平均面馳 せほとんど弛






オ 古豪は草生村のものであるが ,これを周医村の表と比較してみると'人数 ･EB地面研ともに
周匝村Dd舟の 1程匿で非常tJE小規模改ことがわかる｡更にくわしくみると ,個^当りの平均面
額も2反余 りで周匝村とくらべて約 1反ほど少ないことがわかる0 1町以上の田地所有者階層は
1名もなく.7反以上-1反未浦の階層も1名いるだけで大土地郡市者は見当らず '1反以上一 五









べた土地O変政と大L^に関係があるゆえ ,4喪 .5襲及びd表から得られた桔朱がそのせせ利用 ･●▲
できるわけIrあるが.なかくわしく調べるためK,-/衷及びグラフ奇利mすることにするO
-)･7祭
Iil醐 区分 m医村箕文 0年 Pl旺~け元弥 1占年 草LJi村駈長 16年･紺 青 学会茄謁 ^必脚 按人数LT-対する糾合悌l 人戟齢 総人数(.こ対する削合(中一
-1町以上 4 l J 4 4 8 0
｢7反以上l～ 1田｢=R a J d 6 1 4
!5反以上l～ 71要素淵 9 8 4ー ー 14 ▲ 7
i警 告嘉 9ー td 17+ ., 4 14
■1反以上～ 5反凍 ､ 52 45 45 42 12 45'

































--I- 一一位長 18年 (草生村)
田 地 Iyr 有 者 軟 の 変 妙
さて寵文 8年及び元締 1i年の[]地所有者むく1 ,肌述凸如 く116名から101名へと 15名
の減少を示してし･,てこe)誠少した階風 上かもl■L'･1反以L- 3反米訊 ,1反未満の隅層ou]地所
和苛であり,そcT蔽少した人数が持lていたか地が ,1町以上C)江り也研和背屈 Oところへ取れて
い-1たという0けTlfT述 したが ,次に各僻侶毎0人C2i:全体O^数に対する割合で表1つナと,上に
示 した衷C上う(rIT=るOこ,D衷e:J=見れば ,1町LJ.上 .7戊以上 ,1町末締rJ僻屑の制令tt非絹に
低く5卯弓外であるが ,HTL以上5反束消 , 1反米柄O耶喝糾合は 占0- 70啓を示 Lて非.T1






士地所覇者及び土地 を矢 巾た/J､作^眉の問の打田O壬はますますひらいてい-たとい うことがで
きるC)であるO次にこの時代忙(,.土,ぜんぜんEE!弛む持-1ていない小作^履け一体どれ位Ori{i.S合を
占めていたか)_･rl･うことが開店Kを 〔てくるが ,これにつし･1て比 ,史料が71･いCJで知ることはで
きか ,10しかし江戸時代から明治時代倭でO附に比^口e)liYるしい岬軌 .tなか【た とい うことを
Ij知謀に入れて.5=Rj上氏宅の明治 占年O打御用宵1lr:iか ら堆vl.rLしてみると,明治6年1/rは周同地 区o
t,TJJhHD両税合富化165町 8抜 6畝 283J大半で ,また 1畔当 り○反別は 2灰 7畝 17.85歩 ,,.更JRil
-/斗 8升2勺 ,家pJjFF数 255軒と-/1〔ていて ,詑文 ,元締0時Cjlu拙所有軒が 100人和哩で
･:I.るのからLでみて半数以上L.八カは自分のrllil転i･梢 ｡ていない小 作農であ〔たと思われるので
阜2､｡以上C3ようなことから声紙箱すれば ,描附すC7横断措35-トト 部分のTi'出揮紐 と大鮎升0焚虚
I.舟駅で主に叩TzE号九ていたといえ品であろ うOそ してTF.文 ,元練を中心 とする江戸前州の時代に









金 田 閤 義
一 124-
オー電 停粁及び研究方ZJ三
富代的KもかもVlは近代的にも考えて ,^ !甥の集落 .すたわち ,一村落 ,一都市を形成十･7D為
IJ亡は自然的あかハは ,^ 為的なる好兵伴忙怒れる必常があるoここ 周防において ,随屋町がTrT.
ぱされる紅Ci.如何そる条件があ一たであろうか｡それけ自然約三灸件と,交流的条件に求められる
てあろう｡とりわけ中utにおける禁漁のモす税制tt市燕の流通ある叫ま 文化0伝播等大きなる
もtZ)があ･,た｡ここ周抗に封ナる禁通を馳上 〔牛.野)輸送 ,乃らtE河川 (高鞭舟)斡送よりみれ
ば ,酔 L)を中心とする発作地方上り,,W防 ,商末寺 '岡山の陸上街道 'か上び軌 ｣L,林野 ,周防.
手曙 '四大寺の高櫛舟斡速IJ格 【たわけである.かかる自然的翻 り り華 じた交iFl,商英的なる





冊 ′順 (以上野_比 択氏耽)を陣い ,恵7り叩7:0昨雷町形博を考察するV=比 ,津攻寄に削められ
ている過去帳石:調べたOその佃詞取全般にわたる参考として,辞典郡変 ,称賛鉛 (8番 ,14巷),
書怖言問1:~1結成 (牙2巻-,碩怖郡村社)串の文献を参考にしたO
オ二番 国老池田氏O粍硫町の形皆と樟経






･'At=)'3東経 '太攻丸O栴下に か糸島数とい,)納ま反余 I)qDl地がある｡その下の小学牡 の
井戸にh･,､t糾 す' 飴`の井戸 Vといわれているoここにあ【た士族屋敷･1,八幡胃を中火として
r満に長 く純を,40余戸を教えた｡この屋故の桝達について仕 ,士族畏敬図 佃 衷 1)を参照さ
Jt7tho
図表 1の中央にある八幡宮は ,池9]氏の産土神社であることが予娼朝 Lるが ,鞭要銀に上ると
--125-
杜氏[士1,bLI氏であり,社領4石と記されている｡こC入婿官の起源は赤哲郡史に上ると,天正年
間 ･茶臼山の城主 ･佐々部勘斉が ･元本船 体 村 仙 方村袋木曽F3院境内)(Jtあ【ため石河地に
湾移して '斡及び太刀i.･奉糾 した｡のち弛旺旭 松を同作封ぜ らるに及t)f社餅として中田5段50
歩を歓迎するo園老池L帖 明こe)地を領するに-劃 )･祈願所として社殿を作造したのを始めとし
て ,その律同家 .日 月酎現し取払常 ･幣烏斜O献納O例はあ.,たが ..王政維新に至 【て原せられた
と述べられてLIlるo現存C)も凸は ,当時0位駅陀改築書れたもOではあるが .往時の梯柵をLC)
ぷ!zTJ'i至らぬもので ある｡又との南北に怖作詔等学校 ,城南中学校 ,周匝′｣繊 ;あるが ,小
学裡O茶事0山すそ'/Err,約 2り -トルLTわたる石がさが ,また大鼓九に登る途中t,Eも当時の士
べいが '荒原したまま現存してLへる｡当時凸近 桝をみる(てあた→ては ,八怖宮より溢山へ約5C･
メートル行くと '阿老弛皿氏cj蕃山が見ら11るoIP.在では訪れる子孫もないCか ,革水生い繁r),




r7{ 家 軒 11L
i lフl 長 政 (伊賀長 明
I 54 長 久葡
5l 長 処
dl 長 の G圧
Jl 7i 8 Tt 耳 (大皮 ?.(伊































を離れ ,家康と戦【た長久手D役 (15a4年矢花 11年)で ,元BjJと井忙暇死Lた○である｡
2リ脚 政は ,父の遮iLTird:受け .終 ･僻 ･汲G)5国包儲ナる4'C重り.姫路城に居城Lていた.そし.て
その封同僚打順 山卿で池田利降が入城L,しへか ,忠池 (腔長 8-元卸 1) ,忠雄 (元卸 1-疋永
9)光政 (3£永9-寛永 12) ,脚軟と耽主と/J:t),帝政が掛すられたわけであるが,長政は輝
政の備前封土VCつき,その執政とLて従い,下仲井t'こ居城した｡その後江戸,厳冊の築城に従事
Lたことが ,江戸よりの帰途卒〔したOまた長明は艇長 11年7線井で生れ ,丑年父を失V,,2
オで家1割'f粧 石.･したが ,T沖井は当時丙国C)貸地であり,あまり幼いため播州の平滴に移された
那 ,母子共祖父加疎凝明のいる予州松山('L-て襲われた｡ 8オで掛 巾田野を預 りてここVCお り ,大
















Lu野 村 定 五 J's
rl 両 J!･空 舌
















_⊥ _⊥ .- .｣
もちろんこれは;1)l冶 5年の那杏に上るもDで .時代的にも,それ以上詳細7rI弔L/Cついて/yT判明
しなho これらを摘 う文献も叉現地史料 もfJ:レゝJhが貯園であるが ,推断経の士族解体に上D ,多










純々Ltこの調部 こかL,-て大き行刑旺-i:射 的 くSJtた｡何故ならば ,前述のととく子孫77:#JT･!.O家
がほとんど皆無G)増 車でも,_Z､/'L:lであるO脚 鋸こかけ る商家けすべてが明治｣LLrhtlt仁成立 していろ
とまでいわれろ｡そ○)問lilCJ根拠:rL-ll,時代'3)見習と･非(･lc叩,iL.恐維新:てエ -て士族寝教の取 り払い
士紘L,堀 体に上.70奴プI-;-/J:それにボ制u的芸那 ･甘んだ,m純の随伊 那'こ形呼を 'Jさえたもa)であると
i
す いう打坪 も考えられ 7'｡Lたが→てわずかの史料 亡とL'せるが ･紬)･ti町確立を,追 〔て考察してi
ゆきt,:い.
r
まず逝現tJ-:i,=昭f-･されている過壬稚くこれrL･if政 185CiFjJl機の酌 .-rtTい規壬既を腰催 したも





かしや l 文政5-天保 15 1 5
大=屋 ! 明和三一･安政 2
純 膜
鴨 屋








元疎 11- 拓永 2


























































董…葦 青 葉 5～*: b58
豆ふ屋 壬 最永 2-安如











金 谷 三 良 兵 右 荷 七市大J男神野士 宝暦 2
今 山 尾 元 祖
塩 田 尾 宮 入
今Et!J宗利三郎.細 り
金 谷 八 郎 左 締 門
万 披 七 兵 術
太 何 軒 洗 邦
槽 太 治 助
栴 本 治 助
野 上 伝 之 蒸
今 出 員 忠 次 邦










専 管 天保 15
本堂一切 弘化4
万波七兵術 ･訪柵 門 一帯神宮屋 根 替 寛政 5
太 田 忠 次 郎 漕他市輿 石永 2
宮 脇 TLL'-;T=-･17, 本費再柾立 元疎 7
JIE谷 八 Tt･3五二揮 門
これらエ9,退歩脈に多くみえた屋号の中でも勢力 ,肘-JJを,有することが慰伸されるoそして
前払したものは屋号の名称o列挙にすぎめもe)であり,1つ 1つについてC)内部的なそうして ,
軌 父的な市については判明しがたい｡LかLJ1梓,豆ふ展 ,-大工笹 ,柏尾 ,笠乳 爪掩 ,淡k.,
塩屋 ,け屋号の名称 エ!lr取直L'C析釈して上かううOそ うすれば .これら0時糊にナでに手工
瀞 こよるこれらo生距があり,市域的舷㌍乃･}倍もとられてLJlたと′kLL.われる｡又と0過去帳に同じ
鮒盲,金屋でも~相打犀 ,周儲 け施 ,上之町紺T;iLかや金尿 ,下金屋e如くみられるのけ ,現代('C
みられる支店約ともT'と,nわれ,その形起きCl･大き.tることIJ:うかがわれるo
そして備協記tてよると芋E/完年ILり(18･比紀初蔚)にはm匠は家散 180軒 ,男女人数 1021
人とあi),この過去縦に上る記jLi2年tu肘 正椋 (181吐轄初雪)～明治維新的 (19世紀後半)と
約 150年lilにわたる記録である｡しかし金だ, 毎 日屋 などは ,7元締 (171i脱 酸半)のLrTL.
矧 まあるが ,多くは明和 (18世紀中頃)以降O粁 Vr多vt｡従【て,両者を直掛 こ比枚するこ
と(-1危険であるが ,50近 くの指号をもつ用匝KL･いては,次の地図 と共t/C船 町の植立がうTr
- lJ._'r)--
づけ･ち｡ (回乗2参照○在り
ここ-'地矧上郷 後Oもごであるが ,当時0棚 を知るには符がたきもごてあり,吉井‖馴 化･
冊 {=l･El(ナて7tTる和 に画して鼎鮎 家が立ち的 んITいる｡現在でも,これら鴨 家が立ちをら






? ? ? ? ? ?
?? ?? ???? ? ?













簡 山管下腐 前回 斉発郡 同産村 地引絵固 く粥岩 大卑 )
























彬成され ,それらは韮楓庁O所在地 ,寺社門前 ,河川O合流点 ,港沖 ,交洩路O熱 血T=どに開か
れたCであるが ,この他も沖山川 ,曹野川O合珊する谷底平野に市棚 外筒として出現するのであ
･;LoLかLtLig.の時J批t明らかでモいが ,苦井川のじ司発音れたのは ,古く16世紀には高瀬折が
山現してS･7),坪山 ,林野,-a)過解け江戸時代初期であ【たろう｡











赤坂郡内主要臥すl･FJ同から岡山 ,四大幸 .弓柑1,林野,冊 l｣へO各節,であり,これらがさらに
支伽 ,'のぴてVlる｡主項臥す誠巾も広く車の文通も早くから掛ナたが ,支軌 まそ○ほとんどが ,













)=対駈け滞牧時代iIでは ,佐伯 ,虫明 ,天城L･同村.･同家･E弛rT]長政の在所とたり一方上記Gj三在所
と,和気,福岡 ,西大寺 ,牛忠 ,八浜 ,下坪井称とT77L'.く在町と7Tl･り,諦内でも救少い摘葬をFr･





慣′.雪 課 題 法 規 票 言霊 畑
仁卿 †,河台村からの交通の便ヒ確 く.馬上り牛の‡LIT侍 が笥 く'たかでも瓢H米 仙 方糾 ･河
合紺 〔q･Lへ) の運搬-1牛が性mされ ,背忙二依振即す即でつけた鯖IL･ならLモがら運んでいたの
である｡
--1ii/T-
Lカ､L精 巧ej発展にともなへて三縄iこ,生djL物のmJ;uT7する前菜 ,桝溝Nにかけて ,今増での変通
利男:C3みて冊 勿･柁cp'除送が不十分とモ(て(るととも好運路O偶蒐にをナJせ ,:LIT･刀 ,叩冶判明以
i,-H L-何軒にtf.硯Lたので仕あるが ,席並o油行が搾り,これらによる輸送が盛んと在り,従来の
煽送形簡苓同便の市場町の性格にまで変化等_･生ぜしめるのであるo
lJ描口の中耕頃に終 りをつけた車ブコの姐行区hjRL.r周肝i:中心として畳本一広嗣下 ,一滝山 ,
相打1-仁軒 ,塩未 ,周防一神太 ,林野 ,周防一粟子 ,大戸 ,j;7弓師一掃本一申t.へそ一粒宮等e)軒 ル
ートが奉る.(図 1)
潤吻(-i:1Tc,虎 ,六軒 ,節税竿でfJ･･./U･でも米がFl･もみく瑚 iu→れ-1T(i 1`- 51串.つけ.て運び ,巡
災収入はfjT77村からふ●.1軒まで多いRで 1円,41'･姐は505LRからdu鎚でか(た｡
tr.(川撒 5口iF･ESiD米珊均 1駅 11円 .)□出仕)





＼漂.:自助 韓 巳転lti-;盟 ＼力か :Lt.-gi. そ の 他壷霜頂訂和姦一輪一~p.tl 乗両用笠 梢7-1T牛津 その他
Dl'i榊7年/ 9 5つI1 204 1 5 なし なり 2 54 なし なし-トーきiZ1 287 l -)rt 〟 〟 2 5^ 〟 I /








牙二笥 高瀬即 ,慣行と問屋町 t
.川 ｢■碑 ;7【漸 i望
j,)注､iO輸送i･人足か ,牛席か,附 で折【ていた江戸時代においては吉井川は矧 的,発作を総に
- 1う71
つらぬく漣桁系統o大動脈であり,年17'米のほか一宏 ,大豆 ,小豆 ,木炭 ,木材.下た半の殺林
産物を始め ,煙草 ,茶 ,せゆ,松たけ ,綿花等F･LJ商品作物 ,その他日用雑貨の多くは ,吉井川を
利用する高瀬船にエ〔て帯の内外!R:道ばれていた｡したが【て沿ijI･各地には南朝船を有し,けな
はだしいの出金村ことごとく軒煎銀箔という村も多故にのぼ〔た｡
例えげ大戸,粟子 ,飯岡,稿本等がそれに当り,明治初年矧 寸長岡松 (大戸 ,葉子を合わせた






枚が最初(I,CJi川上流の大相 順'齢 の苦手に空'I1て相同の抱嶺告状況Ii:弛め ,そCjうちで山ruRり急
流(FC独砦の=夫をこらして糊彩のあるOは1邪IT帯0苛井川 に宗L2けら九 ,先価的な商傭船であると
の日蓮宗の担副官の提供した冊朝 に上り,盛典 9年末米って富井川の針路 ,舟型6･7:ついてつぶさ
VIC胆査したoそGC)転架 ,｢かくのことくに川を梱 り,かくのこと(舟を浮べて ,かくのごとく轢
つれば削 IIJd_･もって由を油づろことが出来る｡｣との頼始に遷 し.京都舶棚 の天悲観の庭~前VC擢
lっれた碑VC｢明記されてLへるo J
r上略 ,班長 9年甲辰 ,了以作 狛 ｣気川二碓キ. 軒ヲ見ルニ以了 '凡馴 似 テヤ漕1ヲ逝ズ可





冨榔輯C'迫附 を聞出i"t･上靴で!･托',･:-EL:.;17り -トルの瀞指 ,150メートルの綬部さら('ti-[I

















吊Lnへ ,仰視円で(･1四大争 .岡LIJ由米.rli偶へと遜旅されたが解に米rJ窪Lhの多いDは ,山珊 ,
河合相でLF,局,諜プ3にご〔て用匝の姓朽FTIt,Tiへ胡さめられ ,ここでは作州地方から帝送せれてく
る米も一位陸揚げ-gjti･r)大形a折に緋 トかえたり,大水車で狩米したもC)J:i･一晩でつき水丑戯
かな時で.150俵 ,平祐 100依 .狭水耕には 80俵を桝み込み胡ぎl)の中を鈴蘭歌を救いを
-lJ:ら下∩てい(たDでも巾たo周旺打水範があ･1て陸揚げ巷九た米を滞米し送り出すとい【た役
Tl,iJを児ナと同時即 q恩の存在者･も旺められ得るので為る0年.dLq一門rjが約三万俵を鞍扱い,多い
lLrjlr･:J7 5日 ロー 590鮭'･t輸送するという繁栄ぶ りでも1たし,革tnL･12年.(1727年)に旭




I･.:上り,閏 訓辞 が不可能とたり婆竜北 していくのである0
1'Jy.'と]7:tも関係の滞い肥料L{=つしへでみると米Ft.帽 が肥料の版矧ても手を延ばしている屯倉が多(
-);I;⊂〕ilt荷稲周と一一致しており'米歓迎んだ帰 り荷として西大寺 ,剛 ｣の肥料間島から鰯粕 .大豆
柑vFを仕入れてきてはその地域に詑り払 うClであるが .それに比二通 りの方法があり,一つは肥








蹄ニテ居申鮒 ,具fqmjlJ給^岸ヨリ此頂TF土中依不入物 トノ卸値二付 .厨上不巾芙以そ･i,沖 Q.仕居















C)珊 主材cTJ-)､こ火削 _.J来rL.妃して･J,た牛馬市を首姓9臨写柁 あけ再開を:許すよう1寸役人 より軌 出さ
れてい･I/,公で.bる｡
天倶15時の齢上は取 17冊 亡用句^ ,正明犀文 即 日･〔上一て今ま-1博 一回の牛麻 子巧二葬秋√:)I
Fltにす,I,ことを駄山ているもtrJ･7_･あ一たOこ0安野'rL'エ【て冨永元年以前にすでtR:叶偶 市がl芽は､
れておl),菅井川中旅の一市場処議とLての 朋即ち･鮎艇づけるものであるo
米 ,牛鳳 三いつのf:rlf代にiLいICも,良民(･こと一てこI掘 O支えと'Jr_--た為か省 くから統迫が括先
であ 【たが ,江戸甲期に入ると吐勘 Jの上界打つJlて ,農民は許乾の余剰を版元して鋸幣を取柑
L,衣和-LJ始めとLた生活必君識 Jl･只入れ ,またfeJ･寺,盈典 ,鼠,＼の貸金等O生産敢fT;iCあてる
ェぅIP･こなは t民はLyi-,茸を目的とするか ,F物のII一彦IMm工鱒 を営むよF)に夜 -fr10当時 の非業と
.-I4リ-
Lても-とも広軒田t･1'しかも大･Li灯_I-i.:jtされるものけ木綿 ,和 .麻布などO械級革 .惑 .し∫う
;･与IT=どの辞造葬 ,倍紙の拍絞燕 ,肥料とLでの千倍 ,〆粕をつくる水蓮加=諜 などであ【たがこ
れらの.21･蓮発は別井 として発凄 LlJFLllLl.Sれた絹l削,J地方の在町の,rit次問屋 ,仲罪^e)事で城下
･=)大間尾-と送 られるのであるo
塩LJJi.･滋 も代裏的例 とLてあげ梢るがととく誘軟時代にかいては噺 がし､かに発達 したとはい
,I_,播外への物銃の流出は少7;:くかつ高価で車→たため ,V,かに自然弟件が不利であ(ても.謙
抑 Cの白経自足弓･目的としたのである｡lt'紺&一層 内4'Cかいてもそ うい-た政蒲がとられ ,木綿の放
増が岱円のしへずかC)地でも盛んとブ:･り,出家(3細^(1冬Jy3のイ1郡とLて韓約を作 りさらには打鯛






















此狂町方禾矧 .I,眼 炎ヨ1)下座申flI梶山 ･軒卜川恨 付 ･馴柑 P/,niも御伽キ周破瓜矧 凱 純分実 体






い【たイ甜 掩 職すもL')てあ〔たろう｡周御 車こも寸揃下盛の者として免停三郎右緋門が登針され
て･+plわ,丹原尾 ･草′L-1･川P･しっ封々で商晶作物として作ら17た木糸詩が月次間宛の魚盟にr:TL､桝 ,
九番漸船で和気 ･西大寺 ,抑J(こ)町方木i･rl'日間尾へ送られたのであ【た｡ しかし木理神山はをくせ
でも南洋r)が小心でネ 川 風 零,草生 ,田岡O強軌1明治tで入ると任所 ,盗由の発凄 .交易のE柵
によへてET然条件〇良い所7:-安く作られた細./"'Tiに入る･tう(,=た･,たことで ,それまで教即 印.I
続いた米棉伸 iはげはkLてLせ【た わ,みるも2相 他の商英への変化･吉:余儀をくせられたのてあ
るっ
以 ヒ締閃尉 こついて論じたOでみろが ,そ'3恥周匝tLr存tl=_していた木炭問罪 ,佃木川韓 ,か,fh






石炭 ,石油の利用法フJ,嘲 られてし′､ないrlJ?.'て以付 -=J,･いては所災叶生活lr欠くべからざるも(_'で
もり備前薄でtTt薪駿の多く!.ユキ作に仰ぎ,撤 .'し大にして大細分hLi･紺 葡 恒l吋で供t.六･盲九 ,生産
者と消蚊前古:結ぶ為に青井川棚筈FJj-q阿とか河口uV巧大書 ,9,1下町C)r.'.M｣に薪[]l･F,IlL!57/!i韓,トする
Dは必然の患1.-巣であり,岡(II城下町でもI`と政年rH(1789- 180C)に帯にrlki45 ,FJ-ll7n'1,'_i:_
75,の多数をヰ】Lでか:);人々のJ_ヒ清作薪 .朕が昭一の燃料として大17_-.役･刑石渦 じていた ｡
正徳二年 (1712)吉相 "帯解孜がおこなわれf･_ことから考えても ,当時]F7当坑OfjtT.炭が
-g-1作万両から諾.;瑞軒で遇澱されたことは明らかでもろ｡赤坂7捌=かいても山-I,=村 ,仁櫛利 ,節抑
LPJ河合村から(-1多];RitKh'-_lE廿され ,炭の紡山川(.I_HTr棚別〔触められ ,間圧…CJ戊や ,Lr)き下 ,-さらに
り家のI.■欄 をとり.まいてところせ-空しと千号み上IJら九 ,高.#肘 で行目,Y-)200俵石:nlT77-rJ.榊r-;-へ
送られていたが ,,rj阿.rc)仰矧判fi;から町プ5'0 ノこfHu･にはg･くCL'場合鮒頭力朝 一貴人とLて刑｢.捗 ら
兄い取 を川1､プチの間堤へ選ぶとい〔た巾ti-的 軌 呈形哲1'て扶育Lていた｡
江戸時代LP=おける上に紙は明らかで冷V､が明拍中頃と｢抑 初年項 ).li次CJ如 くである.
耶港 5叫 三頃 1位 (2Tトー五m) 米13升～ 5升
粧,対 2年


















用防御茶巌払定qr一班物 ●立只 ,酔物及び即 弓.門市所 ,士萩 ,長屋べい ,米孜 ,畑 ,碑萩ナ
ドヲ耶ギ丁六年一月入札払下ゲヲ行ク,入札者 jl人代金合計級札千六首八捨五fl四拾五文デアッ
ク C,
生 潜 125市 (税金 21円72蛇 8店 8毛)
先 太 一幕 竜
し 上 5 沖 75石 (税金 59鈍 7頗 5毛)
uJ]治 六 iF_九 月
m 畑 反 別 d5町 8反6畝 28少半
罰 米 498石 叫 ･2升
一 軒 ニ ッ キ 反 別 2反 7畝 17_85歩

























合 計 占55二28践 7屈 5毛
佃野韓へ東 リ出上 (江 1月ヨ1)9月マテ)
1匹 SFjbD ,A _fL
5 5 50斤 117PH 2焦 5雁
合 計 125P:jlユニ SLをI:
稲作 ,他木綿 ,大豆作 ,榎等ナドノ栽将7 リ
矧戸長給 18石
同締赦,温和 2石 7丼
牛 48疋 所有 47人
(江 野上軒ft氏所蔵)
以 ｣-
T,Tl*け席耶モ県({上欄 茶媒艦 所の入1払 下げにつVlでであるが臥 しよう帥に関するもの
もみられることからも世亀井者の存在i:薮fT打ている.又榔 進のとおり商品作物として木恥 Ijl一
重 ,煙草の栽培が盛んでみ【たon入･i:入ると ･沸専･描大 としや ･梗革 ･.･･ と挽き按針trl売 り
出しよりも55qFq日 放2度5毛の多くモ1{ t^ろejli･琳 押 勝 ･Cお小 ても周匠の市喝町と
してのfl･椎をとどめていたことを示すものであろう〇品日の内でも即 日につく即 は 咋煙草で
ぁ【たO見入れ ,売 り出し石や わせると208円 15か4厘0市矧 こ連してか り･相当盛人′VC唯
一 1ll--
)はが行7=われていたと思われる.姫蔀の栽培は江戸時代後期にを-'てlLJ問僻地の出家cl旬紫1.:
作物として急散に珊加し,それに伴 う契瞳の風習に対 して幕府は｢元来輿棲パ首寄ア リテ一利ナ
ク,且ツ煙草栽培ノgiニ良風ノ蟻牡トナルコト,清治財政ノ迎従ヲ危クスルノミナラズ ,領民ノ
六科閃斑ヲキ惹程スルトモ限ラズ .ー..._･･-o｣ (注 髄掌握所論)
との理由でこれ-香油Tく禁止したがその後第倍の坪締 りも摂和書れ ,電煙草は課税の対触となり,
l.j治に入 り栽培が一層盛んに-&【た｡周匠を中心とする村々忙おいても,崖草の栽培(,tもちろん









り〕治 16年 (l巳85)には坪山の高瀬舟は47紙だ-,たが山陶鉄道 (gJPl治24年開逝)につ












て0-a:-作 '偽荊gl内から全県的 ,全国的モ広が りを･示 し,物鞍の移SJ.'も自由にな1た0
- 1451
ひ糾 ,飛紹とか口船とい う辛があてられ/I,i:.許時代全 く字から判断できるJ:6)(r_iV,瀞･i現在



















_二_ _ ひ筋の通 交区相
思瀦91滴齢FH17i
G潮 (硝 石:.叫.｢･1とし,吉井川-EirnJl治 59科 こ.T･lil,和気ru｣,林野 ,;7-H試問C)二コースがI'jJ.弁
F いずれも途中で古根するつは和紙oJ･てあへ･/'･_F'_(つ杉○解OHi限上京旧け別納 24年cjtLl眠 い道 ･
同 31年ejrP同鉄道が設けられると鉄道から胞 tでPも^ 々1'.i自動車の末碓違FDため当時にあって
.:-川 酢 r-上る交jEl.鴨VuLか7J･経がたく,fn!.tで上浄い こそこJ:I-1柑 ｢･l忙乗〔たのであるo こC
,i,)て‥,･iBnはたた;+,:j一州L-取らず,F.SfA,'it,旭川 にJt･JlてもL･像 ,収削 り'諮合 ･称 附 にも･




























! 人口碓妨 商 店 教 徒 茶 毘突 教 比 率 男 女 .汁
乾 妹 卸 売 紫 1 ndLi 7人 5人 10人
縦物衣服身戦局小売菜 9 5.2 9 2 11
放 食 料 品 小 trT7:弟 21 12.2 24 11 55
石 軸 ′ト 究 桑 5 18 5 1 4
各秤 商 品 ′J､売 薬 45 16_0 45 52 77
飲 食 菜 12 6.9 12 25 55
















1. 版 元 手旗 馴
2. 6'i 楽 撫 桝
5. 交 通 桜 関
4. 治 安 機 1℃
5,教 育 樺 閤
a. 金 融 頻 t刃
54-216
片 山 盈 ~光










飲食如品小売菓 1dlLJrI 58 1a 14 1占 50 975 85万 12}
家具 ,迅具 ,什器小売薬 ■ 10ク 28 Qt 1ー4I1518〃丁一言~云㌻20d〃224放物衣服 ,身のまわ り晶小売 7Ir 50 28.78 5474■ク
l飲 食 店 7, 不明 14 58<.






家具 '建具 ,什器小誰某は 18軒とも昭和に開設されてI,･り,新しい店である｡jJ:入先が 1JIt
･J･:1部う.･大筒から仕入れる0みて或 t)は岡山であるo版売方記:･淀現金D与が3店 ,残 り7店は 1
､ 2㌢lC珊完を.行(ている｡







そ○他の小,71=照とLてここIT卜吋は ,医 蕪 稲,缶等具 ,たtでこ,時計等7):ある.
-相加こい1て.Pl珊 地区(-)而J古は有村たもOで丸【て ,ほとんどが家内労･;lJiて7Eかたかれて主､
り'女子(-T)J,Lどつ):･榊 :1二軍もみる｡デパー ト咋0大全gi.に対TjT.す7'ため ,ifl'工全 ,三十群衆等
O純食言r通じ拝金を か わ入れ併営cjjFflC'化手:はか【でハるo
周相 良区r/.lIT-TlJ)榊 入している閏仙 洞 工と ,三十店台 ,十和榔 〇三作がある｡
狐 G)青井町商工缶LHl･'1都 55托 12n5白く.I-再充足し.たものであ,7J｡後述す.7.ごと(三十TIf
負と十和興茸;-C･対立のFflで両者を和合す7,ため巧山賢したかである｡粥=知)r大背ri2I2人 ,
そDV'j両統が 115ノ＼,悶絶にddTjl-ある｡その手壬剖lirF{金に)さ1せん ,即ち搾取人がモく,栄
常状皆を記職し-Irk.､T=いlTFが多く,mf;.入れが六可放て.仏Tuたt/､^ が倍れないとい うこ と･,i;ち




こC1純 工会発足 に 大 き な 役 糾 う.lLTl.た し,['こ0 せ 8月7n7TJ･ら25日且で行 1たLて1元七記TlJ,LてZP
るC潔ITI,付目】元連合-)=Ii't,ITliLとJt.打ち .r :.Lil
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飢 ･17,.Ll盟岱C)金蚊一傭 L00Fjで 65,占00円 ,金融3'_- せんの千舟C15が手数嘉で 10万円 ,
保が 55万 ,町が 50万円C3補B))金言二.lilL,g･.i)10万が寄附となI,ている.
lET商工会内的:あ巾ては ,吉井劇場を経償す る十和興業O勢プ〕が強力であったD十和雅美は 10
人の編店野営者の井同好皆であり,各唐で映画観滋紳助券を出し ,外の商店に使用させず客をひ
いILiT.｡この地方において唯一ru娯楽機関である映画が大衆L/Cけ臨プ｣で補助券の発行は佃の商店を
圧迫Lた｡そ Lて-1ヰ日興発に対抗 Lてできたのが ,5C店;'):1人の三十倍会である｡L甲和 55年 4
月 1占日周羅三十賄金騒同組 合として ,鼎細部の認可を受けた特別泣入でも&.O殻立地竜野に日
的Lでいるところ(,i.7-ケツト,チ/.'-トの大粒大経常に対韓するため近代的合理化方式の研
究 ,微味LたPIR串である｡抑 内苓け共同朋禿 ,jI;一同偶人 ,転県会の借入であるo l千万円
壱二商工中金から借 り入れているO出資金は一口千円で平均5口か ら10口負托してVlるO十和興
禁汚店V:'対抗Lサーt:.'ス券の発行 ,映所 ,貸 切バス招待旅行等た行-.てtハるO又加入者が-^一･
日 15円F5:金で常菜梨本とLて貯食しているOそし7:三十店会加入者同志でか互tハに購入するよ
うに約渡 し合い ,,lJn^ JTの冊 に 1メー トル位の立札が世かかている｡
この十部外準と三十店余の争いr/J!商=会内の勢力争1ハとTLり,商工会内のまとせ Llが71:くそ,∩
たので奉るOこCことにrT)T]I'7述のように 55JhF-12月に両勢力から中立的立場にある商店経営






忙 あ→た仁一であるが ･それが｢老朽化しうき観をそこたうとい う柁由から ,商工.会のあ〔せんによ
:)･卿 05 1年現在の新鮎が=iBてら:Flたのである｡旧浄岩.主には再建の代プJがたく現在の経営結
十和周灘が行な〔ている.この十和弼農は網野O和 腰骨着 日l^ i･C.こ.,て有限会社の塾で 10
ノ＼○合議のもとに連営されてV,るO閃何 だは,即i-Ht17,8日で士,日偶そご他の平日は隔日と･,l







叔近では盆や正月よりも朕所が観客O好みに合 ')かど うかで入城者数が大いに変 〔てくる｡一
般かr証の).l-が旅寄壮多く,冬は呼声謝 茄がないため軽い時はテレビにくわれるi:うである｡
皐的な通じlt敬的大域.帯戟Fl多1.1時はTL=_刀,矧 !]の盆で ,開〇日もIj:れた 目上!l多い.少しL,のけ
冬ynL･嬢繋招け あるC仲 て^ 気のある映画は 1番に加喚D時代側 ,2番!.'C日活の裕次郎もの ,5
番が束宝のサラリーマソもので,不人/dt=もallは冷竹のメT7ドラマであるO洋Rtjも一時上映され
たが ,不人穴○Jt.)う中止さ.JT7.た｡サTk:'ス唯田は竜井町 ,柵原 ,7jtEL]町であるo照寄席卜川rH/F^L,
林野 ,和気の靖&/_掃 I大部分であるが帖避比 5日オJLu:(,-7^ が増加 LたエF)にみられる0
L
5. 交辿楓姻
lJ.紺T軸.区の究油榊閏として ,片上鉄道 '=]-f野パス .タクシー,県士i:物〔MJIi'妃をみろことにLた
0片上鉄道
片上S;,E遺け片上一冊腰間が昭和 5年 6月施設さIL,甲韓欠周一相即 ijがlW ･し,出町繁ができ
た｡現在a)運行回数1'.･iJAV物が上 り下 f)各 5本 ,鈍 帥 車が上下各 p木 ,各-TBが上 り2東 ,下 り1本
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i 官物の月平)I-3は萱臓 が 1,840Ky,矩送:･i5.450Kg.それに沸教仰 勿20車が到･ATi'1+/I,a,ト狩が










;i;TO恥 伯 忠はRlり方面が川音5a外刀-ら1､9時55分まで28回 ,林野方面が占時 20舟から
2=F,.j･59まで同じく2ム同をるOその内分けは岡山方面が特急2本 ,急行5本 ,快速1本 ,
林野方面が特急 1本 ,,/L.3rT4本 ,快速 1本となI'ている｡浄lLJ行きは8在役で占時 15分から5
時J8分j:てで ,遅fiは胤 は て 8日円 ,岡山まで 150円であるO所要ト;･PL如 坪山行きが大崎







(17山行きは11時50分発で '阿山から町刈tfIまで性徴L次いで林野へ ,9時 55分周値へ締るO
この三コ-スが周野営賢所のパスのB笹である.
Oタクシー
JT純 地区には駅前に 1台 .和店荷作 2台の軒 3台が常駅している｡営英状態(J駅前のが 1日走
･行距離が約 10OKrd2･500円からiO0O円のみず上げであるO ここで営業を始めたのが昭和
26年で大型タクシー引吏用していた｡ここは役初iて近 く役場D利用が多か【たO砿塔街にある
クlyノー【▲t2台で昭和 5年に 1台で妃め54年･'Jこ2七VC輔加したものである｡ 1日平均 1台で i


















車の姓中が行t.:われ,%合 し,1d年7'打勝Jq;冊 ,そLて 18年に県朝物伺旺営菜所となr'たO狂茶







方が多いらしい｡軌 lJ-･行く鶴 や鉄パスと宇野バスがある｡中鉢..'スは所要暗闇が 4C介で,






菅井町にかける解 け ,瀬戸署管内にgIL,神訴部長派出所-/J:1カ社 ･巡査最在所が5iJ所も
ろ｡掛 ってけ純友燕出所に巡立郎Tiか 1名 ,即駅 ,射 出叱,亡失の駐在rTrl･,-各 巡々査-/1:1名の計
4名が酔冊-cTiLてIv-･･=1..J･.)岬 P･ら 5 9人 .a-5･a7riを'arLI;している oそ糾 1悶厄地区には古さ
長派出所と巡適駐在所が匪かれ ,派山所9敬掛 i吉井町5カ所O駐在所の監部 首連を行 ')｡駐在
- 155-
軒照 ら,巡回 ,在所 ,夜潜で1日1円匂矧巧照らをすることがたてまえとな 〔て-J,るが ,農塵
管.7)山地Su,･含むため不可能を状態である｡






で/FI出 ,兼届出合せて57件と菅井町全体の 79件の 72再をしめている｡溢難舟の丘 5.もe)紘
｢i軒Jl,,米である｡
防犯組合の組臥す赤筋君恥 犯組合連合会の下-て青井町JBJ一犯委a会があ(),周厄,山73-,佐伯北






小学校は菅井町に周P_,熊本 ,鳩岡 ,沓石 ,佐佃ヒ,祁都菜′j､学校の7校の町立′J､単位がある
その学蔵敷と児惑乱:t次の夢Oととくである｡
- 15LI-
志井町土用 Tt,J＼-J■.it査 51年 52咋 ( 35年 54
学 級 捌 児亜 n -t4簡 `児 葡 乎 ･芦 頼 !/rlLiktI学鍛XJlt
てL: ユ出 ll 58▲l f2 Llr]ロ 2ー
I/ 鳩岡 /I 117:｢-;4]7J117 5 124 5
Jシ 仁瑚 ク 725,1′25d7
･ク 筒石 ク 1` 118 4 117 41可5!
_二_竺聖｣_｣1'2iJJ …20C. ld 12占 ~T-占事 ?ー
別報年鑑は佐イ〔北が 1番古 くu))治 5年 ,鞘 滞 叩 こそのイ由仁堀 ,黒木 ,慌駈C)4枚カあ り,病
後○併 H22打 て啓石･布IfL-隣 州 tj設されたO周剛 ､学較′コ,:.T･'riけ巾村 ,東韻解 ,河原匙 ,r,･:′L･




?? ? ? ?
いずれも創謝て亡FT',)和 22年 と2ち年で戦後である･､,
堆南中草D学区は)rl佃 ,黒木 '鳩間 ,附再ヒrJ4つ0小13,L=碇であるO教iilS者 ,lfl況王†17各
町哩 1名とを 【で.,るO進学軋 ノL8G確で和気右1;Iが 41,u,補作耐 Ii-iJ;4刊 ,戟 i)2二I,相-矧 hc･
甜空にi持 している.乱耶執 -l卒黄(つ2∩rrjJにユi-阿山 ,扱路 .阪串ウI面 ,昭に大阪D冊TL乍17.Fl貯
lDfE,'=い-てしっ':J,J
市等r■碓 _皿1日訓畑地 肘筋F.I,'F商等学校がある｡I｢TTT25年 9,r]1日岡山県立瀬戸1.1!■薄 巧で･Y/;
備作31.位拙廿と金とLて発圧したQこ〝lJbT故Lit二;i+町 ,英m町 ,抑瓜.Er,',佐伯町04町からT=る
組合立て尽lTn定時制 4年揖ST1,でもろ｡建碑抑 ごf:･,ていZJjg!.由は処家が-,X,く,淡紫鋸 の 占,11
月を.休み ,4年口を 10ノ半卜まで壬平軒があ し),乾5月までIil宅学習石:行 うOである｡Ft架程は空き業
家虻 ,菅能くr)5車トでJt･.rl.咋jfl:I.･,年･恒lr,lh-.'}J･ I 2三･7,～.串 r t､I,7嘩 rlrtくJ井,Ll-増山帝丁井町が
488^中三0 8人で4 20fj,をLめ ,領 へで佐伯町 .英 口町 ,柵原町 ,組合外とZ=-/ているo戯
- 1L)/-
迂 コか年の生徒の推移をみると52年変が4さ名0 14妨増 ,55年萱がfd名の 16F'相 ,
54年度が48名6312多.Zi5年が5d人 8串輔で平均 12.5魂と何次増加している｡出身中
学は地元元締 Ft噂 が54序と断然多く,耽い･e佐伯 ,神水 ,葛岡中学とた･1ている｡卒穀生職





童 子･丘 の 状 況
Ll)認容別町村別
草=碑 醍 窄 菅井町 箕郷 T 珊原町 佐伯町 組分町外 計 単年計 粍程方滑｢
4 虚 妄岩村 ll 5 4 7 2 29 125 珪 120
謹 屡 料 19 9 ld 12 J一 586蒋 通 5 8 1〔】 5 D
5‡ FZT1-刺 1占 2 0 .4 1占 28 108 ■190
家 庭 科 21 -ll 4 4 0 40
せ 過 料 化 8 ∩ 7 ∩ 40
上 よ呈gt-刺 1dl 占 5 9 4 58 152I
家 庭 科 21 7 5 ll ∩ 44 普 178
普 通 科 26 7 9 5 5 50'
1I 瓜 茶 利 1〔) 5 2 5 ら 25 2ー54と～8
家 庭 科 1占 1C 5 1d 1 48





52年鑑 55年鑑 54年鑑 55年度
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